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史
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盤
珪
永
琢

(
一
六
二
ニ
ー

一
六
九
三
)
は
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
、
独
自

の
禅
風
を
展
開
し
た
禅
者
で
あ
る
。
彼
を
世
に
広
め
た
の
は
、

鈴
木
大
拙

(
一
八
七
〇
1

一
九
六
六
)
の
功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
同
時
に
鈴
木
大
拙
の
禅
を
考
え
る
場
合
も
、
盤
珪
永

琢
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
拙
が
盤
珪
を
発
表
し
た

一
九
四
〇
年
代
当
時
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
関
係
の
深

い
大
拙

で
は
あ
る
が
、
第

二
次
大
戦
と
い
う
時
代
で
あ

っ
た
為
に
、
日
本
に
お
い
て
日
本
語
に
よ
る
大
部
の
代
表
的
な
著
作
を
次
々
に
残
し
た
年
代
で
も
あ
る
。
こ

れ
ら

の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
に
鈴
木
大
拙
と
盤
珪
の
不
生
禅
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で
ま
ず
鈴
木
大
拙
以
前
の
資

料
は
省
略
し
て
、
主
な
盤
珪
の
研
究
資
料
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

①

鈴
木
大
拙

『盤
珪
の
不
生
禅
-
禅
体
験
の
研
究
序
説
1
』

(『鈴
木
大
拙
全
集
』
第

一
巻
三
四
五
～
四
六
六
頁
、
元
来
、
弘
文
堂

書
房
、

一
九
四
〇
年
三
月
)
。
以
下
、
増
補
新
版

『鈴
木
大
拙
全
集
』
を

『全
集
』
と
省
略
す
る
。

②

鈴
木
大
拙
編
校

『盤
珪
禅
師
語
録
』
(岩
波
文
庫
本
、

一
九
四

一
年
九
月
)
〈語
録
の
主
な
法
語

の
底
本
は
、
『盤
珪
仏
智
弘
済

禅
師
御
示
聞
書
』
で
、
宝
暦
八
年

(
一
七
五
八
)
の
刊
本
〉。
以
下

『語
録
』
と
略
称
す
る
。
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③

一鈴
木
大
拙

・
古
田
紹
欽
共
編

『盤
珪
禅

の
研
究
』

(山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
四
二
年
十

一
月
)

④

鈴
木
大
拙

「
不
生
禅
の
特
徴
に
つ
き
て
」
(『全
集
』
第

一
巻
四
六
七
～
四
九

一
頁
、
元
来
、
鈴
木
大
拙

・
古
田
紹
欽
共
編
校

『盤
珪
禅
師
説
法
』
所
収
、
大
東
出
版
社
、

一
九
四
三
年
三
月
)

⑤

鈴
木
大
拙

『禅
思
想
史
研
究
第

一
-
盤
珪
禅
1
』

(『全
集
』
第

一
巻

一
～
三
四
四
頁
、
元
来
、
岩
波
書
店
、

一
九
四
三
年
七
月
)

つ
ち
し
げ

⑥

藤
本
槌
重
編
著

『盤
珪
禅
師
法
語
集
』

(春
秋
社
、

一
九
七

一
年

一
月
)
〈本
書
の
主
な
法
語
の
底
本
は
、
龍
門
寺
本
〉

⑦

藤
本
槌
重
編
著

『盤
珪
国
師
乃
研
究
』

(春
秋
社
、

一
九
七

一
年

一
月
)

⑧

赤
尾
龍
治
編

『盤
珪
禅
師
全
集
』

(大
蔵
出
版
、

一
九
七
六
年

一
月
)
〈本
書
の
主
な
法
語

の
底
本
は
、
不
徹
寺
本
〉。
以
下
、

赤
尾
本
と
略
称
す
る
。

⑨

玉
城
康
四
郎

『盤
珪

〈日
本
の
禅
語
録
十
六
〉』
(講
談
社
、

一
九
八

一
年
)

*

以
下
に
検
討
す
る
諸
問
題

の
性
質
上
、
盤
珪
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
②

の
資
料
及
び
鈴
木
大
拙
が
引
用
し
た
資
料
を
基
本
に
、

相
当
箇
所
に
つ
い
て
は
⑧
の
頁
数
を
参
考
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た

い
。

筆
者
が
鈴
木
大
拙
と
盤
珪
と
の
関
係
を
問
題
に
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
、
鈴
木
大
拙
を
論
ず
る
場
合
に
早
く
か
ら

の
関
心
事
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は

「禅
思
想
史
に
想
う
」
(『全
集
』

一
四
巻

「月
報
14
」
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
十

一
月
)
に
次

の
よ
う

に
書

い
て
お
い
た
。

鈴
木
先
生
は

『禅
思
想
史
研
究
第

こ

(本
全
集
第

一
巻
所
収
)
の

「序
」
に

「
禅
思
想
史
と
云
ふ
べ
き
も

の
は
ま
だ
書
か
れ
て
居

な
い
。
故
忽
滑
谷
快
天
氏
の
著
述
も
、
宇
井
伯
寿
氏
の
も
、
思
想
史
で
は
な
い
」
と
断
言
さ
れ
る
。
鈴
木
先
生
は
重
要
な
課
題
の

一

つ
に
、
「禅
思
想
史
」
の
完
成
を
目
ざ
さ
れ
て
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に

「
序
」
は
、
「本
書
の

如
き
も
、
盤

珪
の
不
生
禅
を
主
題
に
し
て
、
日
本
に
お
け
る
禅
思
想
史
の

一
面
に
し
か
触
れ
て
居
な
い
。
支
那
に
お
け
る
も
の
に
つ

き
て
も
拙
稿
三
四
篇
の
外
、
何
も
手
が
著
け
ら
れ
て
居
な

い
。
而
か
も
禅
思
想
は
東
洋
に
お
け
る
最
も
偉
大
な
る
精
神
運
動
の

一
つ

で
、
こ
れ
か
ら
は
全
世
界
の
精
神
的
文
化
に
も
大
い
に
寄
与
す
べ
き
運
命
を
も

つ
て
居
る
。
そ
の
思
想
を
近
代
的
思
惟
の
方
法
で
閲
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明
す
べ
き
は
日
本
の
学
者
の
使
命

の

一
つ
で
あ
る
」
と
続
け
ら
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
宇
井
伯
寿
氏
の

『禅
宗
史
研
究
』
三
冊

(岩
波
書
店
、

一
九
三
九
・
一
九
四

一
・
一
九
四
三
年
)
の
研
究
成

果
は
、
柳
田
聖
山

氏

の

『初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』

(法
蔵
館
、

一
九
六
七
年
)
な
ど
に
よ

っ
て
書
き
改
め
ら
れ
て
、
新
た
な
研
究
段
階
に
入

っ
て
い
る
。

特
に

『第
三
禅
宗
史
研
究
』
は
、
筆
者

の

『宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』

(大
東
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)
に
よ

っ
て
全
面
的
に
書
き
替
え
ら

れ
た
と
思

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
禅
宗
史
の
研
究
に
お
い
て
、
宇
井
伯
寿
氏

の
研
究
は
当
時

の
歴
史
的
な
成
果

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
成
果
を
認
め
な

い
鈴
木
大
拙

の
い
う

「禅
思
想
史
」
と
は
何
か
が
、
そ
の
専
門
研
究
に
携
わ
ろ
う
と
す

る
者
に
と

っ
て
常
に

心
に
か
か
る
問
題
で
あ

っ
た
。

そ
れ
故
に
、
筆
者
の
関
心
は
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
て
、
「鈴
木
大
拙
の
禅
思
想
史
に
お
け
る
盤
珪
禅
」
(金
子
努
編

『追

想

鈴
木
大
拙
ー
没
後
四
十
年
記
念
寄
稿
集
1
』

(松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
六
月
)
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
三
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
第
十
九
回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
世
界
大
会

(H>
=
国
)
に
お
い
て
私
が
代
表
と
な

っ
て

「
禅
宗
史
再
考
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
発
表
を
行

っ
た
。
分
担
課
題
と
し
て
、
小
川
隆

「唐
五
代

の
禅
」
、
石
井
修
道

「
宋
代

の
禅
」、

前
川
亨

「禅
宗
史

の
終
焉
」
、
小
川
隆

「
二
十
世
紀

の
禅
」
と
し
た
。
小
川
の
最
後

の
課
題
の
中
心
が
鈴
木
大
拙
を
取
り
扱

っ
た
こ

と
と
、
同
じ
小
川
が
二
つ
の
課
題
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
大

い
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
の
相
互
研
究
発
表
と
な

っ
た
。
(中

略
)
(
『鈴
木
大
拙
全
集
』
の
第

一
か
ら
第
四
の

『禅
思
想
史
研
究
』
の
中
で
気
づ
く
こ
と
は
)
禅
思
想
史

の
最
初

に
盤
珪
禅
が
問
題

に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
に
い
う
小
川

・
前
川
と
の
問
で
話
題
に
な

っ
た
の
は
、
鈴
木
大
拙
は
な
ぜ
禅
思
想
史

の
最
初
に
盤
珪

禅
を
問
題
に
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

[参
考
]

当
時

の
分
担
課
題
の

一
端

の
成
果
は
、
小
川
隆

「唐
代
禅
宗

の
思
想
-
石
頭
系

の
禅
」
・
石
井
修
道

「宋
代
禅
宗
史

の
特

色
-
宋
代
燈
史

の
系
譜
を
手
が
か
り
と
し
て
ー
」
・
前
川
亨

「禅
宗
史
の
終
焉
と
宝
巻
の
生
成
1

『錆
釈
金
剛
科
儀
』
と

『香
山
宝

巻
』
を
中
心
に
」
(以
上
、
『東
洋
文
化

特
集

中
国

の
禅
』
第
八
三
号
、
二
〇
〇
三
年

三
月
)
及
び
小
川
隆

「
胡
適
と
大
拙
1
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二
〇
世
紀
の
禅
1
」
(『語
録
の
思
想
史
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇

一
一
年

二
月
)、
前
川
亨

「
「看
話
」
の
ゆ
く
え
1
大
慧
か
ら
顔

丙

へ
ー
」
(『専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
)
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
ら
か
ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
鈴
木
大
拙
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「盤
珪
の
不
生
禅
は
、
禅
思
想
史
上

に
特
異

の
位
地
を

占
む

る
も
の
で
あ
る
」
(
『全
集
』
第

一
巻
-
三
五
五
頁
)
と
い
う
、
そ
の
解
明
し
た
い
課
題
は
、
筆
者
に
と

っ
て
は
本
論
に
も
及
ん
で
い

る
の
で
あ
り
、
現
時
点

で
の
報
告
と
な
る
し
、
今
後
も
追
求
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
鈴
木
大
拙
の
禅
と
は
何
か
、
と
い
う
問
に
対
し
て
答
え
る
こ
と
は
、
彪
大
な
著
作
が
残

っ
て
い
る
の
で
難
し
い
が
、
こ
れ

か
ら
問
題
と
し
よ
う
と
す
る

「禅
思
想
史
」
の

一
面
を
み
る
の
は
、
と
り
あ
え
ず
、
『禅
』

の

「
は
し
が
き
」
(
『全
集
』
第

一
四
巻
、
元

来
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
五
年
二
月
。
工
藤
澄
子
訳

〈英
語
か
ら
の
日
本
語
訳
〉)
が
参
考
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
掲
げ
て
み
よ
う
。つ

東
洋
民
族

1
そ
の
中
に
日
本
も
中
国
を
含
め
て
ー

の
、
物

の
見
方
は
、

い
つ
も
そ
の
物

の
二
つ
に
分
れ
ぬ
さ
き
に
、
目
を
著
け
る

の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
物
の
内
側
か
ら
見
る
と
云

つ
て
も
よ
い
。
こ
の
見
方
は
欧
米
民
族
の
と
ま

つ
た
く
違
ふ
。
二
つ
に
分
れ
て
か

ら
は
、
能
所
の
分
別
が
あ
り
、
主
客
の
対
立
が
あ
る
。
分
れ
ぬ
先
に
は
無
分
別
が
あ
り
、
非
対
立
が
あ
る
。
こ
の
世
界
で
は
、
そ
れ

ゆ
ゑ
に
、
言
語
文
字
を
第
二
義
と
し
て
、
そ
れ
以
前
に
踏
み
入
る
こ
と
を
第

一
と
す
る
。
そ
の
や
う
な
こ
と
が
可
能
か
と
尋
ね
る
の

が
、
普
通

一
般
の
世
界
で
あ
る
。
禅
の
仕
事
は
、
こ
の
不
可
能
を
可
能
な
ら
し
む
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ゆ
ゑ
に
禅

で
は

「不
立
文
字
」

と
云

つ
て
、
対
立
の
世

か
ら
飛
び
出
す
こ
と
を
教

へ
る
。
し
か
し
人
間
と
し
て
は
、

び
出
し
て
も
、
ま
た
舞
ひ
一
ら
ぬ
と
言
が

出

ぬ
の
で
、
言

の
世

に
還
る
。
還
る
に
は
還
る
が
、

一
遍
飛
び
出
し
た
経
験
が
あ
れ
ば
、
言
語
文
字
の
会
し
方
が
以
前
と
は

違
ふ
。
す
べ
て
の
禅
録
は
、
こ
の
や
う
に
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
(『全
集
』
第

一
四
巻
三
四
五
頁
)

東
洋
思
想
の
無
分
別
と
欧
米
思
想
の
分
別
に
分
類
し
、
欧
米
の
分
別
に
は
文
字
を
伴
う
が
、
禅
は
不
立
文
字
と
い
う
。
し
か
し
、
無
分

別
の
ま
ま
で
は
分
別
は
不
可
能
で
は
あ
る
が
、
無
分
別
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
禅
は
そ
れ
を
可
能
に
し
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

無
分
別
の
分
別
こ
そ
禅
と
は
何
か
を
説
い
た
禅
録
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鈴
木
大
拙
は
、
そ
の
不
可
能
な
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し



め
た
禅
録
を
用
い
て
、
禅
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
務
め
た
こ
と
を
、
「は
し
が
き
」
の
前
文

で
前
提
と
し
て
述
べ
て
い
た
の
で

あ
る
。こ
の
書

〈『禅
』
〉
を

一
読
す
れ
ば
、
大
体
、
近
代
的
に
禅
の
何
た
る
こ
と
を
知
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
禅
は

知
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
イ
得
が
な
く
て
は
な
ら

も
の
ゆ
ゑ
、
そ
の
知
得
底
だ
け
で
満
足
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
、
今
さ
ら
云
ふ
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ま
で
も
な
い
と
信
ず
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
知
得
底
で
あ
る
が
、
こ

は
時
代
と
場
所
に
よ
り
て
、
い
く
ら
か
つ
つ
そ
の

現
に
変

化
が
あ
る
も
の
と
心
得
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
今
か
ら
千
年
前
の
表
現
法
、
東
洋
の

一
角
で
形
成
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
今
日
世

界

一
般
の
読
者
に
押
し
つ
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
ま
し
て
、
同
じ
歴
史
的
文
化
的
環
境
に
育
成
し
て
ゐ
な
い
欧
米
人
に
、
わ
れ
ら

東
洋
人
の
製
作
品
を
そ
の
ま
ま
に
、
ー

、
か
れ
ら
の
了
解
を
要
求
し
て
も
、
そ
れ
は
理
不
尽
で
あ
る
。
禅
を
海
外

に
知
ら
せ
る
に
は
、
中
国
文
、
ま
た
は
日
本
文
的
表
現
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
英
文
の
禅
は
、
そ
の
表
現
法
に
お

い
て
、
古
来
の

禅
録
そ
の
ま
ま
の
も
の
と
、
か
な
り
の
隔
り
の
あ
る
の
は
、
か

へ
つ
て
禅
の
見
方
に
対
し
て
、
何
か

し
い
も
の
を
提
出
し
得
る
こ

ど
に
も
な
ら
う
。
英
文

の
も
の
を
ま
た
邦
文
に
直
す
と
い
ふ
こ
と
も
、
そ
の
意
味
で
、
ま
つ
た
く
無
益
な
仕
業
で
も
あ
る
ま

い
と
信

ぜ
ら
れ
る
。
(
『全
集
』
第

一
四
巻
三
四
三
頁
)

時
処
に
限
定
さ
れ
た
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
を
羅
列
す
る
禅
宗
史
、
こ
れ
も
普
遍
性

・
客
観
性
を
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
時
処
に
限
定

さ
れ
な
い
普
遍
的
な
思
想
を
歴
史
的
に
解
明
す
る
必
要
も
生
ま
れ
て
こ
よ
う
。
解
明
す
る
方
法
的
作
業
と
し
て
は
、
前
者
は
歴
史
学
的
に
、

後
者

は
宗
教
学

・
哲
学
的
に
普
遍
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
鈴
木
大
拙
が

「
禅
思
想
史
」
と

い
う

の
は
、
後
者
に
属
す
る
が
、

言
語
を
駆
使
し
た
解
釈
を
伴

い
な
が
ら
成
果
が
で
る
も
の
と
思
わ
れ
、

一
応
、
こ
の
よ
う
に

「禅
思
想
史
」
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う

か
。
そ
れ
故
に
、
鈴
木
大
拙

の
禅
学
の
新
し
さ
は
、
現
代
に
お
い
て
禅
思
想
と
無
縁
で
あ

っ
た
世
界
に
英
語
で
語

る
こ
と
の
必
要
性

を
主
張
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
英
語
で
語
る
こ
と
は
、
当
然
、
英
語
の
言
葉
が
も
つ
文
化
そ
の
も
の
か
ら
解
釈
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
つ
て
仏
教
の
基
盤
の
な
い
別
の
文
化
を
も
つ
中
国
に
仏
教
が
伝
来
し
た
時
に
、
中
国
で
は

「格
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義

(外
来
の
仏
教
の
思
想
や
用
語
を
解
釈
す
る
時
に
、
既
に
中
国
に
存
在
し
た
儒
教
や
老
荘
思
想
な
ど
の
中
の
類
似

の
思
想
や
用
語
に
あ

た
は
め
て
解
釈
す
る
こ
と
)
」
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
大
き
く
は
そ
の

「格
義
」
に
相
当
す
る
こ
と
を
、
禅
に
お
い
て
も
欧
米
に
果
た
そ

う
と
し
た
の
が
、
鈴
木
大
拙
の
功
績
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
大
拙
の
興
味
深
い
発
言
は
、

一
度
、
英
語
で
語
ら
れ
た
も
の
を
、
日
本

語
に
訳
す
意
味
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
語
で
は
不
可
能
を
可
能
に
し
た
禅
を
英
語
で
語
り
、
そ
れ
を
更
に
日
本
語
に
直
す
、
そ

の
過
程
を
経
て

「何
か
新
し
い
も
の
を
提
出
し
得
る
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
に
対
し
て
こ
こ
で
個
人
的
に
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は

一
九
八

一
・
一
九
八
二
年
度
に
柳
田
聖
山
氏
の
指
導

の
下

に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
内
地
留
学
し
た
経
験
が
あ
る
。
そ
の
時
、
聴
講
し
た
入
矢
義
高
氏
の
講
演

の
記
録

に

「
雪
峰
と
玄
沙
」

が
あ

る
。
そ
の
中
に
次
の

一
節
が
あ
る
。

中
国
の
禅
宗
史
を
調
べ
る
場
合
、
い
ろ
い
ろ
と
参
考
書
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
辞
典
も
あ
り
ま
す
。
最
近
の
も

の
で
は

『禅
学
大

辞
典
』
だ
と
か
、
ま
た

『中
国
仏
教
史
辞
典
』
と
い
う
大
変

コ
ン
パ
ク
ト
な
、
し
か
も
よ
く
で
き
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う

も
の
を
読
み
ま
し
て
、
不
満
を
感
じ
る
こ
と
が

一
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
辞
典
に
は
重
だ

っ
た
禅
僧
の
伝
記
が
か
い
て
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
ら
を
読
ん
で
ど
う
し
て
も
食
い
足
ら
な
く
思
い
ま
す
の
は
、
そ
の
記
述
が
、
い
つ
生
ま
れ
て
、
ど
う

い
う
修
行
を
し
て
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ど
こ
の
寺
の
住
職
に
な

っ
て
、
ど
う
い
う
布
教
を
し
て
、
い
つ
死
ん
だ
か
と
い
う
、
ご
く
あ
り
き
た
り
な
記
述
し
か
な
い
と
い
う
点

で
す
。
肝
心
の
こ
と
が
書
い
て
な
い
。
た
と
え
ば
馬
祖
だ

っ
た
ら
馬
祖
禅
の
家
風
と
い
う
か
宗
風

・
特
質
と
い

っ
た
も
の
に
つ
い
て

一
言
も
書

い
た
も
の
が
な

い
の
で
す
。
(傍
点
は
引
用
者
。
『増
補

自
己
と
超
越

禅

・
人

・
こ
と
ば
』
二
六
頁
、
岩
波
現
代
文
庫
、

二
〇

一
二
年
)

こ
の
発
言
は

一
度
の
講
演
に
留
ま
ら
ず
、
し
ば
し
ば
入
矢
義
高
氏
に
接
し
て
直
接
聞
い
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
入
矢
義
高
氏
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、
禅
宗
史
は

「
ご
く
あ
り
き
た
り
な
記
述
」
に
留
ま
り
、
「思
想
」
に
踏
み
込
ん
で
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
鈴
木
大

拙
の

「思
想
史
」
と
関
連
し
て
思
い
出
す
こ
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「史
」
が

つ
く
限
り
、
当
時

の
時
代
を
踏
ま
え
ね
ば
な
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ら
な

い
が
、
「思
想
」
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
語
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
「ご
く
あ
り
き
た
り
」
で
な

い
だ
け

に
、
そ
れ
を
語
る
力
量
が
問
わ
れ
、
ま
た
、

一
面
に
お
い
て
主
観
的
な
内
容
を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。

今

ひ
と
つ
、
近
年

の
禅
思
想
史
の
研
究
成
果
に
触
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
大
拙
の

『禅
思
想
史
研
究
ー
盤
珪
禅
i
』

の
出
版
は
、
最
初

に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
四
三
年

の
こ
と
で
あ
り
、

一
九
六
六
年
に
死
去
す
る
ま
で
の
成
果
は
、

一
九
七
〇
年
代
以
降

に
飛
躍
的
に
進
歩

し
た
中
国
語
史
研
究
を
取
り
入
れ
た
禅
籍
研
究
か
ら
見
れ
ば
十
分
で
は
な
い
も
の
が
残

っ
た
。
そ
れ
故
に
、
現
在
か
ら
見
れ
ば
、
大
拙
に

は
少

な
か
ら
ず
の
誤
読
が
存
在
す
る
が
、
近
年

の
学
問
の
進
歩
は
大
拙
を
大
き
く
超
え
て
い
る
で
あ
る
。
筆
者
の
知

る
限
り
、
鈴
木
禅
学

を
最
も
鋭
く
分
析

・
継
承

・
発
展
を
さ
せ
た
代
表
的
な
成
果
は
、
小
川
隆
氏
の

『語
録

の
思
想
史
』
(岩
波
書
店
、
二
〇

=

年
)
で
あ

ろ
う
。
同
様

の
成
果
と
し
て
追
加
す
る
な
ら
ば
、
『語
録
の
こ
と
ば
1
唐
代
の
禅
』

(禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
)
と

『続

・
語
録
の

こ
と
ば
i

『碧
巌
録
』
と
宋
代
の
禅
』

(同
、
二
〇

一
〇
年
)
等
が
あ
り
、
最
近
刊
行
さ
れ
た

『禅
思
想
史
講
義
』

(春
秋
社
、
二
〇

一
五

年
)
は
簡
潔
に
彼
の
説
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
推
奨
し
た
い
。

筆
者
は
永
年
、
禅
宗
史
研
究
を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
、
卒
論
で
禅
者
を
テ
ー
マ
と
し
て
選
ぶ
な
ら
ば
、
「人
と
思
想

(法
)」
の
二
面

に
取
り
組
み
な
さ

い
と
指
導
し
て
き
た
。
「
人
」
と
は
そ
の
禅
者

の
行
状
で
あ
り
、
「
思
想

(法
)」
と
は
そ
の
禅
者
の
禅
風

の
こ
と
で
あ

る
。
前
者
の
資
料
に
は

『高
僧
伝
』
類
や
塔
銘
類
を
第

一
資
料
と
し
、
後
者
は
語
録
類
を
第

一
資
料
と
す
る
。
拙
著

『中
国
禅
宗
史
話
-

真
字

『正
法
眼
蔵
』
に
学
ぶ
』
(禅
文
化
研
究
所
、

一
九
八
八
年
)
で
は
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
お
い
た
。

禅
宗
文
献
で
別
の
角
度
よ
り
、
そ
の
方
法
と
す
る
と
こ
ろ
を
み
る
な
ら
ば
、
『宋
高
僧
伝
』
と

『祖
堂
集
』
の
違

い
で
、
よ
り
具
体

的
と
な
ろ
う
。
『宋
高
僧
伝
』
の
基
づ
く
材
料
は
、
塔
銘
類
で
あ
り
、
『祖
堂
集
』

の
そ
れ
は
、
語
録
で
あ
る
。
前
者
は

「人
」
を
述

べ
、
後
者
は
大
悟
の
機
縁
と
、
そ
こ
か
ら
接
化
さ
れ
、
説
き
明
か
さ
れ
た

「法
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
傾

向
が
強
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
前
者
は
記
録
さ
れ
た
文
語
文
を
主
と
し
、
後
者
は
語
ら
れ
た
ロ
語
文
を
主
と
す
る
。

『三
百
則

(真

字

『正
法
眼
蔵
』
)』
の
古
則
を

一
度
、
そ
れ
ら

『宋
高
僧
伝
』
(塔
銘
が
現
存
す
れ
ば
、
そ
の
源
に
)
と

『祖
堂
集
』
(語
録
が
存
在
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す
れ
ば
、
そ
の
源
に
)
ま
で
湖
源
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
原
点
か
ら
問

い
直
そ
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
(同
書
二
七
～
二
八
頁
)

こ
の
よ
う
に
先
に
い
う
入
矢
義
高
氏
の
指
摘
を
補
う
形
で
の
学
生

へ
の
指
導
方
法
の
つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
達
成
す
る
の

は
と

て
も
覚
束
な

い
の
が
学
生
の
現
状
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
研
究
の
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
学
生
に
要
求
す
る
こ
と
は
も
と
も
と
無
理

で
あ

る
が
、
そ
れ
故
に
箇
の
問
題
の
究
明
か
ら
全
体

へ
の
禅
思
想
史
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
望
む
べ
く
も
な
か

っ
た
。
学
生

へ
の
指
導
に

留
ま

ら
ず
、
実
は
筆
者
の
成
果
も
不
十
分
で
中
途
半
端
な
も
の
に
終
わ

っ
た
感
が
あ
る
。
こ
こ
に
現
代
中
国
語
に
堪
能
で
、
延
い
て
は
ロ

語
史
を
駆
使
し
た
新
た
な
成
果
が
小
川
隆
氏
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
鈴
木
大
拙
の
継
承
と
超
克

に
あ
る
と
見
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
大
拙
も

『禅
問
答
と
悟
り
』

の
中
で
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
た
。

禅
に
は
他
の
宗
旨
と
異
な
つ
た

一
つ
の
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
は

「問
答
」
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
…
…
禅
問
答

の
特
色
は
、
知
的
で

な
い
、
論
理
的
で
も
、
説
明
的
で
も
、
解
釈
的
で
も
な

い
、
又
単
な
る
啓
蒙
的
で
も
な

い
、
教
訓
的
で
も
な

い
。
俗
に
云
ふ

「体
当

り
」
的
で
あ
る
。
(
『全
集
』
第

=
二
巻
三
四
五
頁
)

ま
ず
、
小
川
隆
氏

の
成
果
は
大
拙
を
継
承
し
て
禅
を
従
来
と
異
な

っ
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す

る
視
点
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
自
著
の

『語
録
の
思
想
史
』
で
撰
述
目
的
を
最
初
に
次
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い
る
。

禅
は

一
般
に
、
坐
禅
に
よ

っ
て
悟
り
を
め
ざ
す
宗
教
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
坐
禅

・
禅
定
と

い
う
行
の
実
践
は
、
特
に
禅
宗

に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
仏
教
に
独
自

の
も
の
で
さ
え
な
い
。
文
献
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
も

の
を
看
る
か
ぎ
り
、

禅
宗

の
き
わ
だ

っ
た
特
徴
は
、
坐
禅
よ
り
も
、
む
し
ろ
禅
僧
ど
う
し
の
問
答
に
こ
そ
あ

っ
た
。
む
ろ
ん
、
問
答

の
前
提
に
、
坐
禅
と

さ

む

作
務
か
ら
な
る
修
行
生
活
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
。
(「は
じ
め
に
」
V
頁
)

こ

の
よ
う
に
禅
宗
の
特
徴
を
禅
僧
ど
う
し
の
問
答
に
あ
る
と
す
る
主
張
は
、
大
拙
が
既
に
指
摘
し
て
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
た
な
視
点
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
従
来
に
も
問
答

・
公
案

の
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
独
断
が
多
く
、
小

川
隆
氏
に
独
創
性
が
あ
る
の
は
文
献
を
忠
実
に
解
読
し
つ
つ
思
想
史
を
目
指
す
方
法
論
で
あ
る
。
著
名
が
示
す
よ
う
に

「語
録
の
思
想
史
」



と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
拙
が
強
調
し
、
成
果
を
残
し
た
も

の
と
は
異
な
る
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
主
張
は
次
の
よ
う

に
つ
づ
く
の
で
あ
る
。

歴
史
上
の
禅
を
学
問
的
に
研
究
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
禅

の
語
録

の
う
ち
に
集
積
さ
れ
た
問
答
群

の
解
読
に
よ

っ
て
、
禅
と
い
う

も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
如
何
に
捉
え
ら
れ
如
何
に
表
現
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
れ
を
考
え
る
作
業
が
必
ず
基
礎
と
な
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
小
川
隆
氏
の
成
果
で
あ
る
。
筆
者
は
禅
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
望
む
な
ら
ば
、
大
拙

の
著
述
を
最
初
に
読

め
と

は
勧
め
な

い
。
ま
ず
、
小
川
隆
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言

い
た
い
。
そ
の
後
に
大
拙

の
著
述
を
読
め
ば
、
無
限
の

禅
思
想
史
の
課
題
が
発
見
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
研
究
は
こ
の
よ
う
な
現
状

の
成
果
を
踏
ま
え
て
更
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

二

盤
珪

の
不
生
禅
と
そ
の
特
色

『輝學研究』第94號,2016年3月
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本
論
の

「盤
珪
の
不
生
禅
」
と
は
何
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
鈴
木
大
拙

『禅
思
想
史
研
究
第

一
-
盤
珪
禅
1
』

(『全
集
』
第

一
巻
一三

頁
)

に
引
用
さ
れ
る
次
の
言
葉
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。
恐
ら
く
こ
の
箇
所
を
引
用
し
て
、
盤
珪
の
不
生
禅
を
述
べ
る
こ
と
に
異

論
を
挿
む
人
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
そ
の
性
格
を
表
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

皆
親
の
う
み
付
て
た
も

つ
た
は
仏
心
ひ
と

つ
で
御
座
る
。
余
の
も
の
は
ひ
と

つ
も
う
み
付
は
し
ま
せ
ぬ
。
其
親
の
う
み
付
け
た
も

つ

た
仏
心
は
不
生
に
し
て
霊
明
な
も
の
に
極
り
ま
し
た
。
不
生
な
仏
心
、
仏
心
は
不
生
に
し
て
霊
明
な
も
の
で
御
座

つ
て
、
不
生
で

一

切
事
が
と

・
の
ひ
ま
す
る
わ
い
の
。
其
不
生
で
と

・
の
ひ
ま
す
る
不
生
の
証
拠
は
、
皆
の
衆
が
こ
ち
ら
向

い
て
、
身
ど
も
が
か
う
云

事
を
聞
て
ご
ざ
る
う
ち
に
、
う
し
ろ
に
て
鳥
の
声
、
雀
の
こ
ゑ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
を
き
か
ふ
と
お
も
ふ
念
を
生
ぜ
ず
に
居
る
に
、
烏
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の
こ
ゑ
雀
の
声
が
通
じ
わ
か
れ
て
、
聞
違
は
ず
に
き
こ
ゆ
る
は
、
不
生
で
聞
と
い
ふ
も

の
で
ご
ざ
る
わ
い
の
。
其
如
く
に
み
な

一
切

事
が
不
生
で
と

・
の
ひ
ま
す
る
。
是
が
不
生
の
証
拠
で
ご
ざ
る
わ
い
の
。
其
不
生
に
し
て
霊
明
な
仏
心
に
、
極

つ
た
と
決
定
し
て
、

直
に
不
生
の
仏
心
の
ま

・
で
居
る
人
は
、
今
日
よ
り
未
来
永
劫
の
活
如
来
で
御
座
る
わ
ひ
の
。
(語
録
、
頁
三
三
)
〈赤
尾
本
三
～
五

頁
〉
参
照
。

そ

の

「盤
珪
の
不
生
禅
」
の
特
色
を
す
べ
て
網
羅
的
に
述
べ
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
で
き
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
そ

の
著
し
い

一
端
を

七
箇
条
で
ま
と
め
、
盤
珪
の
説
法
の
具
体
例
を
示
し
て
お
こ
う
。

(
一
)

公
案
禅
の
否
定
。

公
案
禅
と
の
相
違
-
鈴
木
大
拙
の
い
う
最
大
の
特
色
-

『盤
珪
の
不
生
禅
-
禅
経
験
の
研
究
序
説
1
』

今
日
全
盛
の
白
隠
禅
か
ら
見
て
、
盤
珪
禅
の

一
特
徴
は
、
所
謂
公
案
禅
な
る
も
の
と
何
等
の
交
渉
な
い
点
に
存
す
る
。
或
は
こ
れ
が

盤
珪
不
生
禅
の
最
も
著
し
い
と
こ
ろ
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
(『全
集
』
第

一
巻
四
五
八
頁
)

お
お
せ

①

師
、
有
時
、
仰
け
る
は
、
身
ど
も
が
法
は
、
諸
方
の
ご
と
く
、
目
あ
て
を
な
し
て
、
或
は
是
を
悟
り
、
或
は
ー

琴

、
仏
語
祖
語
に
よ
ら
ず
、
直
指

の
み
に
て
、
手
が

・
り
の
な
き
事
故
、
す
な
を
に
肯
ふ
者
な
し
。
第

一
、
多
智
聡
明

の
者
、

知
解
情
量
に
碍

へ
ら
れ
、
肯
ひ
が
た
し
。
(
『全
集
』
第

一
巻
二
五
頁
)
(語
録
、
頁

一
〇
八
)
〈赤
尾
本

=
二
四
頁
〉

②

又
か
た
は
ら
な
る
僧
問
て
日
、
然
ら
ば
古
人
の
古
則
話
頭
は
や
く
に
も
た

・
ず
、
い
ら
ぬ
物
で
ご
ざ
り
ま
す

る
か
と
い
ふ
。
禅

師
の
日
、
古
徳

の

一
挨

一
拶
は
当
機
観
面
に
即
問
を
ふ
さ
い
だ
分

の
事

で
、
別
に
用
事
な
し
。
身
ど
も

の
ロ
か
ら
い
る
も
の
と
も
、

　ゴ
む

い
ら

ぬ
も

の
と

も

、

役

に
立

も

の
と

も

、

た

・
ぬ
物

と

も

い
は

ふ

や
う

は

お

じ

や
ら

ぬ

。

人

々
只

不

生

の
仏

心

で
居

れ

ば

、

そ

れ

で

す
む
ほ
ど
に
、
相
す
む
事
に
又
脇
墾

を
し
や
う
や
う
は
ご
ざ
ら
ぬ
わ
ひ
の
。
し
た
ほ
ど
に
不
生
で
ゐ
る
や
う
に
し
た
ま

へ
。

(語

録
二

一
頁
)
〈赤
尾
本
三
二
頁
〉
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こ

こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
盤
珪
が

い
う

「公
案
禅
」
は
、
「白
隠
禅
」
が
成
立
す
る
以
前

の
も
の
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
白
隠
慧

鶴

(
一
六
八
五
-

一
七
六
八
)
は

一
八
世
紀
に
活
躍
し
た
人
で
、
盤
珪
は

一
七
世
紀
の
人
で
あ
る
。
た
だ
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大
拙

は
白
隠
禅
を
宋
代
禅
型
に
、
盤
珪
禅
を
唐
代
禅
型
に
代
表
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
盤
珪
の
い
う

「公
案
禅
」
と
は
、

実
質
的
に
は
白
隠
禅
を
指
す
の
で
は
な
く
、
密
参
禅
等
と
言
わ
れ
る
内
容
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
密

参
禅

の
実
態
に
つ
い
て
は
、
安
藤
嘉
則
著

『中
世
禅
宗

に
お
け
る
公
案
禅
の
研
究
』
(国
書
刊
行
会
、
二
〇

一
一
年
)
に
詳
細
な
研
究
が

あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

へ

い
わ

(二
)

平
話
で
把
握
す
る
禅
。
盤
珪
禅
の
特
色
で
あ
る
平
話
化

『盤
珪
語
録
』
(岩
波
文
庫
本
入
九
頁
)
〈赤
尾
本
二
八
～
二
九
頁
〉

○

又

一
日
云
、
身
ど
も
も
若
ひ
時
分
に
は
、
ひ
た
と
問
答
商
量
を
し
て
も
見
ま
し
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
ー

う
に
、
平
言
で
道
を
問
が
よ
ふ
ご
ざ
る
。
日
本
人
は
漢
語
に
つ
た
な
ふ
ご
ざ

つ
て
、
漢
語
の
問
答
で
は
、
思
ふ
や
う
に
道
が
問
つ
く

と

へ

と
わ

と
ひ

せ
い

と
ひ

さ
れ
ぬ
者
で
ご
ざ
る
。
平
話
で
問
ば
ど
の
や
う
に
も
、
問
れ
ぬ
と
い
ふ
事
は
ご
ざ
ら
ぬ
。
す
れ
ば
問
に
く
ひ
漢
語
で
、
精
は
つ
て
問

こ
と
ば

ま
は
ら
ふ
よ
り
、
問
や
す
ひ
辞
で
精
は
ら
ず
、
自
由
に
問
た
が
よ
ふ
ご
ざ
る
。
そ
れ
も
又
漢
語
で
問
ね
ば
道
成
就
せ
ぬ
と
云
ば
、
漢

と
ひ

語
で
問
ふ
が
よ
ふ
ご
ざ
れ
ど
も
、
日
本

の
平
話
で
結
句
よ
ふ
自
由
に
問
れ
て
相
す
む
に
、
問
に
く
ひ
語
で
問
ふ
は
、
下
手
な
事
で
こ

ら
ち
あ
か

ざ
る
。
し
た
程
に
皆
そ
ふ
心
得
て
、

い
か
や
う
な
こ
と
で
ご
ざ
ら
ふ
と
ま

・
よ
、
遠
慮
せ
ず
、
自
由
な
平
話
で
問
ふ
て
、
将
明
さ

つ

し
や
れ
い
。
醜
ー

。
(『全
集
』
第
一
巻
一
二
・
=
二頁
参
照
)

(三
)

持
犯
の
不
要
性
。
戒
と
不
生
禅
の
関
係

と
も
が
ら

げ

○

禅
師
の
会
下
に
、
常
に
律
院
を
も
ふ
け
て
、
律
僧
の
輩

に
夏
を
過
さ
し
め
た
ま
ふ
な
り
。
大
結
制
の
時
に
は
、
律
僧
五
十
三

人
あ
り
。
内
比
丘
二
人
あ
り
て
禅
師
に
問
て
云
、
そ
れ
が
し
ど
も
常
に
弐
百
五
十
戒
を
た
も
ち
ま
し
て
、
こ
れ

で
成
仏
を
と
げ
ま
せ

う
と
存
じ
ま
す
る
が
、
こ
れ
が
よ
う
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。
又
あ
し
う
ご
ざ
り
ま
す
る
か
と

い
ふ
。
禅
師
日
、

い
か

に
も
わ
る
ひ
事
じ

や
ご
ざ
ら
ぬ
、
よ
き
事
で
御
座
る
。
し
か
し
な
が
ら
至
極
は
し
ま
せ
ぬ
わ
ひ
の
。
…
…
然
る
に
み
な
の
衆
が
戒
を
た
も

つ
と

い
ふ
が
、
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戒
を
た
も

つ
の
破
る
の
と
い
ふ
事
は
、
悪
比
丘
の
上
の
事

で
こ
そ
あ
れ
、
我
は
律
宗
じ
や
と
い
ふ
て
、
律
を
外

に
た
て

・
、
至
極

の

や
う
に
い
ふ
事
は
悪
比
丘
の
看
板
を
い
だ
す
や
う
な
も
の
で
、
よ
き
も
の
も
あ
し
き
も
の
に
似
せ
て
、
あ
し
き
者

の
ま
ね
を
す
る
や

う
な
物
で
ご
ざ
る
わ
ひ
の
。
す
れ
ば
は
つ
か
し
い
事
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
い
の
。
不

な
が
仏
心
で
ご
ざ
る
月
で
、

、
生
の
仏
心
で
居

ー

・
(語
録
三
～
二
三
頁
)
〈赤
尾
本
六
～
七
頁
〉

(四
)

坐
禅
の
形
式
主
義
の
否
定
。

坐
禅
と
不
生
禅

(無
分
別
智
)
の
関
係

(
『全
集
』
第

一
巻
四
二
一二
～
四
二
四
頁
参
照
)

○
有
人坐禅
の事を問。答
日、ー

ー

只
眼
を
閉
ぢ
坐
し
居
る
を
坐
禅
と
は
い
わ
ず
・
唯
妙
智
に
叶
ふ
坐
禅
を
貴
し
ピ
す
・
一
切

の
惑
は
念
を
用
る
故
に
、
輪
廻
顛
倒
す
。
…
…
此
本
有
の
妙
智
は
、
有
無

の
二
見
を
離
れ
、
万
事
に
通
達
せ
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
。

明
鏡
の
物
像
を
照
し
分
る
が
如
し
。
か
く

の
如
く
な
れ
ば
、
何
の
分
別
を
用
ゆ
る
事
有
ん
や
。
分
別
は
惑
ひ
有

に
分
別
を
備
る
也
。

無
分
別
智
に
到

ー

分
別
已
前
に
、
物
を
照
し
分
け
、
終
に
惑
ふ
こ
と
な
し
。

に
無
分
別
智
を
貴
し
と
す
。
然
る
故
に
、
不
生

妙
智
の
坐
禅
を
最
上
の
修
行
と
す
る
也
。
言
を
立
て
理
を
せ
め
て
、
之
を
論
ず
る
こ
と
、
禅
者
は
用
ひ
ず
。
(語
録

=

二
頁
)
〈赤

尾
本

一
三
八
～

=
二
九
頁
〉

[参
考
]

敦
焼
本

『六
祖
壇
経
』
に

「善
知
識
よ
。
此
の
法
門
中
の
坐
禅
は
、
元
よ
り
看
心
せ
ず
、
亦
た
看
浄
せ
ず
、
亦
た
不
動
を

言
わ
ず
。
…
・.・迷
人
は
自
ら
身
動
ぜ
ざ
る
も
、
口
を
開
け
ば
即
ち
人
の
是
非
を
説
い
て
、
道
と
違
背
す
。
看
心
看
浄
は
、
却

っ
て
是

れ
障
道
の
因
縁
な
り
。
今
ま
汝
に
記
す
、
是
れ
此
の
法
門
の
中
に
は
、
何
を
か
坐
禅
と
名
つ
く
。
此
の
法
門
の
中

に
は

一
切
無
磯
な

り
。

に

一
切

に
於
て
、

怠

ら
ざ
る
を
凧
と
為
し
、
内

に

性
を
見
て
乱

ざ
る
を
・
と
為
す
。

(拙
稿

「恵
所
本

『六

祖
壇
経
』
の
研
究
」

一
二
七
頁
参
照
)
と
あ
る
。

[参
考
]

彼

(盤
珪
)
は
遠
く
唐
初
の
禅
風
を
継
ぐ
も
の
と
見
て
よ
い
。
(「盤
珪
の
不
生
禅
」
『全
集
』
第

一
巻

四
六
二
頁
)
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(五
)

仏
心
宗
の
呼
称
。
仏
心
宗
と
不
生
禅
-
宗
派
の
呼
称

の
問
題

(『全
集
』
第

一
巻
八
・四

一
四
頁
参
照
)

ら
ち

①

師

示
衆

に

日
、

身

ど

も

イ

、、
を

も

、
説

、
禅

法

を

も

不

訟二
、

只

人

人

具

足

し

た

る

仏

心

の
貴

き

功

徳

を

批

判

し

て
、

将

の
明

く

う
み
つ
け

事
で
ご
ざ
る
。
そ
れ
故
仏
語
祖
語
を
引
て
人
に
聞
か
せ
ぬ
也
。
只
親

の
産
附
た
仏
心
の
外
に
は
、
余
の
物
は

一
つ
も
な
し
。
そ
れ
故

に
仏
心
宗
と
云
ふ
。
(語
録
九
六
頁
)
〈赤
尾
本

一
二
六
頁
〉
(*
批
判
は
吟
味
す
る
、
の
意
。

『日
葡
辞
典
』
二
一二
〇
頁
)

②

其
不
生

の
仏
心
で
、
今
日
い
き
て
は
た
ら
き
、

一
切
の
事
が
と

・
の
ひ
ま
す
る
ゆ

へ
に
、
我
宗
を
仏
心
宗
と

い
ひ
、
又
圓

い
き
ま
と
け

澗
倒
と
い
ふ
も
の
で
ご
ざ
る
わ
ひ
の
。
直
指
な
尊
ひ
事

で
ご
ざ
ら
ぬ
か
。

(語
録

一
二
頁
)
〈赤
尾
本
二

一
頁
〉

ま
な
ニ

③

決
定
す
れ
ば
其
決
定
し
た
場
よ
り
、
人
を
見
る
眼
が
ひ
ら
け
て
見

へ
ま
す
る
わ
ひ
の
。
身
ど
も
は
終
に
人
を
見
そ
こ
な
ひ
は
し

ま
せ
ぬ
。
不
生
な
眼
は
誰
で
も
お
な
じ
事
で
ご
ざ
る
。
そ
れ
で
我
宗
を
ば
明
眼
宗
と
申
す
わ
ひ
の
。
又
決
定
す
れ
ば
、
親
の
う
み
附

け
た
も

つ
た
不
生
の
仏
心
で
居
る
ゆ
へ
に
、
我
宗
を
ま
た
仏
心
宗
と
い
ひ
ま
す
る
わ
ひ
の
。
(語
録
五
四
頁
)
〈赤
尾
本

一
七
頁
〉

④

師
示
衆
日
、
平
生
不
生
の
仏
心
決
定
し
て
居
る
人
は
、
寝
れ
ば
仏
心
で
寝
、
起
れ
ば
仏
心
で
起
き
、
行
ば
仏
心
で
行
き
、
坐
す

れ
ば
仏
心
で
坐
し
、
立
て
ば
仏
心
で
立
ち
、
住
す
れ
ば
仏
心
で
住
し
、
睡
れ
ば
仏
心
で
睡
り
、
覚
れ
ば
仏
心
で
覚

め
、
語
れ
ば
仏
心

で
語
り
、
黙
す
れ
ば
仏
心
で
黙
し
、
飯
を
喫
す
れ
ば
仏
心
で
喫
し
、
茶
を
喫
す
れ
ば
仏
心
で
喫
し
、
衣
著
れ
ば
仏
心
で
著
、
脚
を
洗

え
ば
仏
心
で
洗
ひ
、
ー

。
時
時
物
物
、
縁
に
随
ひ
運
に
任

わ
る
き

き
ら
わ

せ
て
、
七
通
八
達
す
。
只
悪
き
事
は
な
さ
ず
、
善
き
事
は
な
す
。
然
れ
ど
も
善
根
に
ほ
こ
り
貧
著
し
、
悪
こ
と
を
憎
み
、
嫌
ね
ば

き

ロリ〈嫌
え
ば、
赤
尾
本
〉
仏
心
に
そ
む
く
也
。ー

に
あ
ら
ず
や
。
此
の
趣
き
を
決
定
し
て
疑
ひ
な
け
れ
ば
、
其
場
よ
り
直
に
人
の
心
肝
を
徹
見
す
る
眼
を
開
く
。
是
故
に
我
宗
を
明
.眼

宗
と
云
ふ
。
(語
録
九
九
～

一
〇
〇
頁
)
〈赤
尾
本

一
二
七
頁
〉

[参
考
]

こ
の
④
説
と
類
似
の
説
と
し
て
、
鈴
木
大
拙
は
次
の

『景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
〇
の

「南
嶽
瀬
遭
和
尚
歌
」

の
波
線

の
数
句

等
を
引
用
す
る

(『全
集
』
第

一
巻
四

一
三
頁
)。
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ね
が

我
れ
生
天
を
楽
わ
ず
、
亦
た
福
田
を
愛
せ
ず
。
ー

。
愚
人
は
我
れ
を
笑
う
、
智
は
乃

こ
れ

ち
焉
を
知
る
。
是
れ
療
鈍
に
あ
ら
ず
、
本
体
如
然
な
り
。
ー

。
身
は
一
破

き

つ

か
え

柄
を
披
て
、
脚
は
嬢
生
の
袴
を
著
く
。
多
言
復
た
多
語
、
由
来
反
り
て
相

い
誤
る
。
若
し
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
且
く
自
ら
度

す
る
に
過
ぐ
る
無
し
。
護
り
に
真
仏
を
求
む
る
こ
と
莫
か
れ
、
真
仏
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
妙
性
及
び
霊
台
は
、
何
ぞ
曾
て
重
…錬
を
受

け
ん
。
ー

面

(大
正
巻
五
一ー
四
六
一
b
)

(六
)

孝
の
道
の
是
認
。
孝
行
と
不
生
禅
-
儒
仏

一
致
思
想
　

　

○

お
や
は
仏
心
を
産
附
る
に
、
其
仏
心
を
終
に
し
ゆ
ら
道
に
か
へ
ま
す
る
は
、
扱
々
な
げ
か
は
し
き
事
で
ご
ざ
る
。
親
は
子
の
成

人
し
た
ら
ば
、
悪
人
に
な
れ
と
存
る
親
は
ご
ざ
ら
ぬ
。
と
く
と
我
身
を
正
し
う
致
さ

い
で
は
、
孝
と
は
申
さ
れ
ま
せ
ぬ
。
何
れ
も
今

つ
く

日
よ
り
覚
悟
あ
ら
れ
て
、
扱
々
親
の
恩
程
有
が
た
き
事
は
な

い
。
東
西
を
も
し
ら
ぬ
此
身
を
、
智
慧
の
附
ま
で
養
育
仕
立
、
仏
と
も

が
て
ん

法
と
も
し
ら
ぬ
身
に
、
か
や
う
の
有
が
た
ひ
事
を
、
聴
聞

い
た
し
、
此
不
生
の
仏
心
な
る
事
合
点
い
た
す
は
、
偏
に
親
の
大
な
る
御

慈
悲
じ
や
と
、
尊
敬

い
た
さ
れ

い
。
是
則
孝
行
で
ご
ざ
る
。

の
道
に
ロ

ば
則
仏
心
で
ご
ざ
る
。
是
は
孝
行

の
心
、
是
は
仏
心
と

あ

て
、
ニ
ツ
三
ツ
の
心
は
な
い
物
で
ご
ざ
る
。
ロ
バ万
能

一
心
で
ご
ざ
る
。
(語
録
七
二
頁
)
〈赤
尾
本
五

一
～
五
二
頁
〉

(七
)

女
性
成
仏
の
主
張
。
女
性
成
仏
と
不
生
禅
-
女
人
救
済
に
つ
い
て

○

然
れ
ば
禅
の
祖
師
達
磨
大
師
、
地
獄

へ
落
ら
れ
た
と

い
ふ
事
を
、
聞
れ
た
る
か
と
尋
ね
ま
し
た
。
此
女
儀

こ
た

へ
に
、
そ
れ
は

と
て

た
と
ひ
御
子
達
な
き
蓮
も
、
御
祖
師
に
て
、
和
尚
様
で
ご
ざ
れ
ば
、
何
の
地
獄

へ
落
さ

つ
し
や
り
ま
せ
う
。
何
れ
も
は
仏
で
ご
ざ
る

と
。
そ
れ
な
ら
ば
子
な
き
女
と
て
も
、
男
女
と
も
に
、
仏
心
そ
な
は
る
身
の
上
に
、
後
世
願
ふ
て
も
仏
に
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
有
や
と
、

申
ま
し
た
れ
ば
、
此
女
中
は
、
そ
れ
は
有
が
た
き
事
に
て
ご
ざ
り
ま
す
れ
ど
も
、
女
の
成
仏
は
し
が
た
き
と
承
は
り
、
是
が
む
ね
に

つ
か

へ
ま
し
た
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
女
の
成
仏
多
き
事
を
申
さ
ん
。
釈
迦
の
時
代
に
て
は
、
八
歳

の
龍
女
、
唐
に
て
は

霊
照
女
、
我
朝
に
て
は
当
麻
の
中
将
姫
、
み
な
日
を

な
の
身
な
が
ら
、
仏
に
な
り
た
る
と
申
せ
ば
、
彼
女
儀
と
く
と
合
点

い
た
し
、



さ
て択
も
さ
て
も
有
が
た
き
御
事
、
日
頃
の
な
げ
き
を
、
只
今
は
れ
ま
し
た
と
申
。
(語
録
六
八
～
六
九
頁
)
〈赤
尾
本

四
七
～
四
八
頁
〉

[参
考
]

鈴
木
大
拙
の
婦
人
解
放
の
提
唱

(『新
宗
教
論
』

の

「第
十
四
宗
教
と
社
会
問
題
」
所
収
、
『全
集
』
第

二
三
巻

一
二
七
頁

以
下
参
照
。
元
来
、
貝
葉
書
店
、
明
治
二
九
年

(
一
八
九
六
)
十

一
月
)

こ
れ
ら
の
①
公
案
禅
の
否
定
、
②
平
話
で
把
握
す
る
禅
、
③
持
犯
の
不
要
性
、
④
坐
禅
の
形
式
主
義

の
否
定
、
⑤
仏
心
宗
の
呼
称
、
⑥

孝
の
道

の
是
認
、
⑦
女
性
成
仏

の
主
張

の
七
つ
で
、
盤
珪
の
不
生
禅

の
特
色
を
す
べ
て
述
べ
て
い
る
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、

こ
こ
に
掲
げ
た
七
箇
条
で
も

一
般
に

「禅
」
と
言
わ
れ
る
も
の
と
は
大

い
に
異
な
る
こ
と
だ
け
は
十
分
に
理
解
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
特
色
の

一
端
を
見
て
み
る
と
、
不
生
禅
と
は
何
か
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

三

鈴
木
大
拙

の
無
分
別
の
分
別
と
盤
珪
の
不
生
禅
に

つ
い
て

15『 輝學研究』第94號,2016年3月

鈴
木
大
拙
は

「無
分
別
の
分
別
は
無
媒
介

の
直
覚
で
あ
る
」
(「分
別
意
識
面
」
『盤
珪
の
不
生
禅
』
所
収
、
『全
集
』
第

一
巻
四
四
〇
頁
)

と

い
い
、
盤
珪
に

つ
い
て
は
、
「
盤
珪
禅
は

「不
生
」

の
二
字
で
禅
体
験
を

一
般
思
想
化
し
て
而
か
も
禅

の
直
観
性
を
そ
の
中
に
は
た
ら

か
せ
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
」

(「
日
本
禅
に
お
け
る
三
つ
の
思
想
類
型
」
『禅
思
想
史
研
究
第

一
i
盤
珪
禅
ー
』
所
収
、

『全
集
』
第

一

巻
五
七
頁
)
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
使
用
さ
れ
る

「無
分
別

の
分
別
」
や

「無
媒
介

の
直
覚
」
ま
た
は

「直
観
」
が
、
い
か
な
る
意

味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
巡

っ
て
、
少
し
詳
細
に
鈴

木
大
拙
の
説
を
取

り
挙
げ
て
み
よ
う
。

盤
珪
の
云
ふ
や
う
に
、
吾
等
は
う
ま
れ
た
ま
ま
の
と
こ
ろ
で
は
、
不
生
の
仏
心
で
居
る
、
身
心
と
か
生
死
と
か
云
ふ
も
の
に
捉

へ
ら

れ
な

い
万
里

一
条
鉄
的
に
生
活
す
る
。
…
胎
を

て
戸
言
る

お
ぎ
や
あ

と
天
上
天
下
唯
我
独
尊
的
に
獅
子
吼
す
る
と
き
、
何

等
の
二
元
性
も
な
い
。
分
別
に
使
は
れ
て
居
な
い
。
身
心
脱

"
の
当

を
現
成
し
て
居
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
近
代
の
心
理
学
的
分
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析
や
観
測
に
よ
ら
な
い
で
も
、
吾
等
の
日
常
に
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
少
し
つ

つ
年
を
と
る
と
、
ゴ
身
の
ひ
い
き
」
が

出
る
、
こ
れ
が
迷
ひ
で
あ
る
。
「脇
か
せ
ぎ
」
で
あ
る
、
「
気
ぐ
せ
」
で
あ
る
。
こ
れ
を

「分
別
が
つ
く
」
と
、

俗
に
云
ふ
が
、
此

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「分
別
」
が
く
せ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
吾
等
の
意
識
の
全
面
に
わ
た
り
て
占
領
欲
を
実
現
す
る
と
、
吾
等
の
生
活
は
も
は
や
出
霜

ー

を
も
た
ぬ
。
身
心
の
二
分
性
が
ど
こ
ま
で
も
く

つ
つ
い
て
ま
は
る
、
生
死
も
こ
れ
か
ら
出
る
。
ど
う
し
て
も

厚

ー

此
意
味
に
お
い
て
道
元
の
只
管
打
坐
に
は
大
な
る
意

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

味
が
含
ま
れ
て
居
る
。
が
、
こ
れ
か
ら
の
矧
分
劉

別
が
出
て
来
ぬ
と
、
「霊
明
の
徳
用
」
な
る
も
の
が
は
た
ら
か
ぬ
の
で
あ
る
。

(「日
本
禅
に
お
け
る
三
つ
の
思
想
類
型
」
『禅
思
想
史
研
究
第

一
-
盤
珪
禅
1
』
所
収
、
『全
集
』
第

一
巻
七

一
～
七
二
頁
)

こ
の
短
い

一
文
は
、
筆
者
の
思
料
す
る
と
こ
ろ
、
鈴
木
禅
学
と
鈴
木
大
拙
が
把
握
し
た
盤
珪
の
不
生
禅
の
す
べ
て
が
凝
縮
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
別

の
論
文

「鈴
木
禅
学
が
残
し
た
も

の
ー
そ
の
二
つ
の
視
点
を
中
心
と
し
て
」
(
『駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
二
七
号
、

二
〇

一
五
年
十
二
月
)
で
検
討
し
た
が
、
そ
れ
は
鈴
木
大
拙
が
若
干
三
〇
歳
の

一
九
〇
〇
年
に
英
訳
し
た

『大
乗
起
信
論
』
と
深
く
関
係

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
禅
を
大
乗
仏
教
と
捉
え
、
大
乗
仏
教
の
基
本
的
思
想
基
盤
を
禅
の
中
に
盛
り
込
ん
だ
説
で
あ
る
。
基
本
と
い
う

の
は
、
仏
教
を
智
慧
と
慈
悲
の
二
面
で
主
張
し
な
が
ら
も
、
慈
悲
を
欠
く
宗
教
は
意
味
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ

う
に
、
臨
済
禅
の
性
格
が
始
覚
門
的
思
想
構
造
を
も
ち
、
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
盤
珪
禅
が
本
覚
門
的
構
造
で
あ
る
と

い
う
、
大
き
な
思
想

的
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
が
看
話
禅
を
大
成
し
た
大
慧
宗
呆
の
性
格
を
述
べ
る
時
は
、
常
に
引
用
す
る
次
の

一
文

に
当

て
は
め
れ
ば
明
確
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
大
慧
が
張
商
英
撰

『註
清
浄
海
眼
経

(11

『首
樗
厳
経
』
の
補
注
剛
修
)
』
の

「
八
成
就

(如

是
我
聞

一
時
仏
在
)
」
の

「仏
」
の
釈
を
引
用
し
た

『大
慧
語
録
』
巻

一
八
の
文

の

一
節
で
あ
る
。
筆
者
は
従
来
、
常

に
引
用
し
な
が
ら
、

張
商
英
撰

『註
清
浄
海
眼
経
』
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
え
た
の
は
、
廣
田
宗
玄
氏
の

「張
商
英
の

『清
浄
海
眼
経
』

に

つ
い
て
」
(『印

度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
四
巻
第

一
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
)
に
よ
る
。

い
う
こ
こ
ろ

い

ま

又
た
云
く
、
「始
覚
を
本
覚
に
合
す
、
之
れ
を
仏
と
謂
う
」
と
。

言

は

「如
今
の
始
覚
を
以
て
本
覚
に
合
す
」
と
。
往
往
に
邪
師
の
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も
と

輩
、
無
言
黙
然
を
以
て
始
覚
と
為
し
、
威
音
王
那
畔
を
以
て
本
覚
と
為
す
。
固
よ
り
此
の
理
に
あ
ら
ず
。
既
に
此

の
理
に
あ
ら
ざ
れ

ば
、
何
者
か
是
れ
覚
な
る
や
。
若
し
全
て
是
れ
覚
な
れ
ば
、
山豆
に
更
に
迷
う
こ
と
有
ら
ん
や
。
若
し
迷
う
こ
と
無

し
と
謂
わ
ば
、
釈

さ
と

こ

ニ

し

い
か

ん

迦
老
子
、
明
星
現
わ
る
る
時
に
忽
然
と
し
て
便
ち
覚
り
、
自
家
の
本
命
元
辰
の
元
来
這
裏
に
在
る
を
知
得
る
こ
と
を
争
奈
せ
ん
。
所

以
に
言
く
、
「始
覚
に
因
り
て
本
覚
に
合
す
」
と
。
禅
和
家

の
忽
然
と
し
て
鼻
孔
を
摸
著
す
る
が
如
き
は
、
便
ち
是
れ
這
箇
の
道
理

な
り
。
然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
と

い
う
こ
と
無
し
。
(原
漢
文
。
大
正
蔵
巻
四
七
-
八
八
八
a
)

看
話
禅
の
始
覚
門
の
性
格
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
始
覚
門
は

「然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
」
と

あ
る
こ
と
は
、
当
然
、
本
覚
門
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
始
覚
門
と
本
覚
門
は
、
思
想
構
造
と
し
て
は
表
裏

の
関
係
に
あ

っ
て
、
基

本
と

し
て
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

鈴
木
大
拙
が
い
う

「う
ま
れ
た
ま
ま
の
基
礎
性
」
、

つ
ま
り
、
「母
胎
を
離
れ
て
所
謂
る

「
お
ぎ
や
あ
」
と
天
上
天
下
唯
我
独
尊
的
に
獅

子
吼
す
る
と
き
、
何
等

の
二
元
性
も
な
い
」
と

い
う
本
覚
思
想
は
、
大
慧
宗
果

の
い
う

「然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
と
い

う
こ
と
無
し
」
を

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
盤
珪
の
不
生
禅
は
こ
こ
に
基
本
は
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
「そ
れ
が
少
し
つ

つ
年
を
と
る
と
、
「身

の
ひ
い
き
」
が
で
る
、
こ
れ
が
迷
ひ
で
あ
る
。
「脇
か
せ
ぎ
」

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
あ
る
、
「気
ぐ
せ
」
で
あ
る
。
こ
れ
を

「分
別
が
つ
く
」
と
、
俗
に
云
ふ
が
、
此

「
分
別
」
が
く
せ
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
吾
等

の
意

識
の
全
面
に
わ
た
り
て
占
領
欲
を
実
現
す
る
と
、
吾
等

の
生
活
は
も
は
や
生
れ
た
ま
ま
の
基
礎
性
を
も
た
ぬ
。
身
心
の
二
分
性
が
ど
こ
ま

で
も
く
つ
つ
い
て
ま
は
る
、
生
死
も
こ
れ
か
ら
出
る
」
と
大
拙
は
、
現
実

の
迷
い
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
大
慧
は
そ
の
こ
と
を

「若
し
全

て
是

れ
覚
な
れ
ば
、
豊
に
更
に
迷
う
こ
と
有
ら
ん
や
」
と
い
っ
て
、
「迷
い
」
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
拙
は

「
ど
う
し
て
も
吾
等
は

一
遍

「身
心
脱
落

・
脱
落
身
心
」
を
経
験
し
、
体
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
い
、
大
慧

も
歴
史
上
の
釈
尊
も
そ
う
で
あ

っ
た
し
、
「所
以
に
言
く
、
「始
覚
に
因
り
て
本
覚
に
合
す
」
と
。
禅
和
家
の
忽
然
と
し

て
鼻
孔
を
摸
著
す

る
が
如
き
は
、
便
ち
是
れ
這
箇
の
道
理
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
禅
の
修
行
者
が
悟
り
の
体
験
を
す
る
の
も
同
様
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
「悟
る
」
と

い
う
、
経
験
や
体
得
が
必
要
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ
の
経
験
や
体
得
を
経
て
始
め
て
、
「
こ
れ
か
ら
の
無
分
別
の
分
別
が
出
て
来
ぬ
と
、
「霊
明
の
徳
用
」
な
る
も
の
が
は
た
ら
か
ぬ
の
で

あ
る
」
と
大
拙
は
述
べ
る
が
、
「こ
れ
か
ら
の
」
の
言
葉

の
重
み
は
検
討
の
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
大
拙
が
盤
珪

禅
に
も
経
験
や
体

得
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
後
に
も
述
べ
る
で
あ
ろ
う
。

大
拙
は

『禅
思
想
史
研
究
第

こ

お
い
て
、
盤
珪
禅
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、

一
般
禅
か
ら
問
題
提
起
し
、
「悟
り
そ
の
も
の
の
内
容

と
、
悟
り
を
得
る
機
会

(又
は
悟
り
に
達
す
る
途
)
」
(『全
集
』
第

一
巻

「悟
り
と
悟
る
上
」
所
収
、
1
入
四
頁
)、

つ
ま
り
、
「悟
り
と

悟
る
」
を
長
文
を
裂
い
て
展
開
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
こ
の
関
係
を
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「悟
る
」
(動
詞
)
と

「悟
り
」
(名
詞
)
と
を
分
け
て
考

へ
て
見
る
と
、
禅
そ
の
も

の
に
対
す
る
理
解
を
善
く
す

る
や
う
に
思
は
れ

る
。
「悟
る
」
と
云
ふ
と
き
は
個
人
的

・
心
理
的
経
験
で
あ
り
、
「悟
り
」
は
此
経
験
の
事
実
を
別
に
し
て
、
こ
れ
を
知
識
の
面
に
持

ち
出
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
(同
九
二
頁
)

だ

が
、
日
常
の
問
題
と
し
て
考
え
る
と
、
裁
然
と
区
別
で
き
る
の
で
は
な
く
、
大
拙
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
も
い
う

の
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

実
際
を
云
ふ
と
、
吾
等
日
常
の
生
活
は
悟
り
そ
の
も
の
な
の
で
、
悟
る
と
云
ふ
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。
悟
る
と
か
、
悟
り
と
か
云

ヘ

へ

ふ
も
の
が
あ
る
と
云
ふ
の
は
、
吾
等
の
日
常
生
活
が
既
に
知
的
に
分
別
せ
ら
れ
、
抽
象
せ
ら
れ
て
居
る
証
拠
な
の
で
あ
る
。
悟
る
と

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
こ
の
事
実
を
悟
る
こ
と
で
あ
る
と
云

つ
て
よ
い
。
而
し
て
悟
り
と
云
ふ
も
の
な
し
に
、
吾
等
は
悟
り
そ
の
も
の
の
中
に
、
本
来
行

住
坐
臥
し
て
居
る
の
だ
と
云
ふ
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
、
吾
等

の
日
常
が
如
何
に

ヘ

へ

分
別
智
の
た
め
に
歪
曲
せ
ら
れ
て
居
る
か
を
見
得
す
る
。
併
し
悟
り
の
生
活
に
復
帰
す
る
と
き
、
わ
れ
ら
は
そ
の
分
別
智
を
正
当
に

鑑
賞
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
(同
九
二
頁
)

ヘ

へ

こ
こ
に
い
う

「悟
る
と
は
こ
の
事
実
を
悟
る
こ
と
」
と
は
何
か
。
「
こ
の
事
実
」
と
は
、
「本
覚
」
、
つ
ま
り

「然
も
此
の
事
は
人
人
分

上
に
具
足
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
こ
の

「本
覚
」
は
、
日
常
の
知
覚
の
対
象
と

な
り
え
な
い
の
で
、
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ヘ

へ

人
々
は

「知
的
分
別
」
に
堕
ち
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
さ
と
り
そ
の
ま
ま
に
は
な
り
え
な

い
。
「
こ
の
事
実
を
悟
る
」
と
、
「而
し
て
悟
り

ヘ

へ

と
云
ふ
も
の
な
し
に
、
吾
等
は
悟
り
そ
の
も
の
の
中
に
、
本
来
行
住
坐
臥
し
て
居
る
の
だ
と
云
ふ
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
」
と
大
拙
は

ヘ

へ

い
う
が
、
こ
の
場
合
は

「悟
り
と
云
ふ
も
の
」
は
、
「悟
る
と
云
ふ
も
の
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に

「悟
り

の
生
活
に
復
帰
す
る
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は

「悟
る
」
を
意
味
し
よ
う
。
そ
の
こ
と
を

『盤
珪
の
不
生
禅
-
禅
体
験
の
研
究
序
説
1
』
で
、

「吾
等
日
常
の
生
活
」、

つ
ま
り

「只
体
験
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
大
拙
は
よ
り
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

冷
媛
自
知
で
は
あ
る
が
、
禅
は
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
ぬ
。
冷

自
知
的
な
も
の
£
上
に
で
な
い
と
、
ー

ー

冷
暖
自
知
は
動
物

一
般
、
或
は
生
物
全
般
と
云
つ
て
良
い
が
、
そ
れ
ら
に
皆
具
つ
て
ゐ
る
。
け
れ

ど
も
猫
や
犬
に
は
禅
が
な
い
。
桜
や
紅
葉
に
も
禅
は
な
い
。
そ
れ
が
あ
る
と
い
ふ
の
は
人
間
な
の
だ
か
ら
、
禅
は
人
間
と
離
れ
ら
れ

な
い
。
(中
略
)
禅
意
識
を
左
額
と
し
て
、
そ

か
ら

一
切
の
思
弁
が
ロ
甫
に
な
る

禅

題は
此
の
根
瀕
底
を
手

る
こ
と
で

あ
る
。
冷
を
冷
と
知
り
、
暖
を
暖
と
知
る
こ
と
の
外
に
、
此
の
冷
覚
、
此
の
暖
覚
は
、
「誰
か
の
」
冷
覚
暖
覚
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
の

「誰
か
の
」
と
い
ふ
自
覚
経
験
は
、
分
別
と
い
へ
ば
分
別
で
あ
る
が
、
普
通

に
云
ふ
経
験
的
意

識
上
の
も

の
で
は
な
い
。
カ
う

い

分
矧

覇

"

は
糸

的
分
別
と
い
ふ
も
の
を

ロ
能
な
ら
し
め
る

禿

的
分
別
と
で
も
名

つ

き
も
の
が
あ
る
。
之
を
称
し
て
ー

矧
識
と
い
ふ
、
即
ち
難

愚
で
あ
る
。
ー

脚

立
し
、

幽言
カ
ロ
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
冷
暖
自
知
以
上
と
云
ふ
の
は
、
こ
ん
な
理
由
に
因
る
の
だ
。
禅
体
験
を
心
理
的
だ
と
云

へ
ば
、
禅
意
識
は
哲
学
的
で
あ
る
。
(「禅
経
験
と
禅
意
識

其

一
」
所
収
、
(
『全
集
』
第

一
巻
-
三
五
五
～
三
五
六
頁
)

こ
こ
で
は
、
禅
体
験
を

「悟
る
」
に
、
禅
意
識
を

「悟
り
」
と
当
て
は
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
無
分
別
の
分
別
に

つ
い
て
、
大
拙
を
代

表
す

る
説
に

「般
若
即
非
の
論
理
」
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
に

『金
剛
経
の
禅
』

(『全
集
』
五
巻
)
が
あ

る
。

こ
の
著
は
、
盤
珪
研
究
を
公
に
し
た

『禅
思
想
史
研
究
第

こ

の
翌
年

の

一
九
四
四
年
出
版
の

『日
本
的
霊
性
』

(大
東
出
版
社
)

の
附
録
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
「序
」
に
よ
れ
ば
、
「殊
に
禅
を
日
本
的
霊
性

の
表
現
と
し
て
は
説
い
て
な
い
が
、
そ
れ

へ
の
準
備
に
は
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な

つ
て
居
る
と
思
ふ
」
と
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
盤
珪
の
研
究
の
頃
に
は
、
「
般
若
即
非

の
論
理
」
は
基
本
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。
『日

本
的
霊
性
』
に
霊
性
と
は
何
か
を
説

い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

霊
性
と
云

つ
て
も
特
別
な
は
た
ら
き
を
す
る
力
か
何
か
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
普
通
に
精
神
と
云

つ
て
居
る
幡
か
ひ
趣

と
違
ふ
も
の
で
あ
る
。
精
神
に
は
倫
理
性
が
あ
る
が
、
霊
性
は
そ
れ
を
超
越
し
て
居
る
。
超
越
は
否
定

の
義
で
は
な
い
。
精
神
は
分

別
意
識
を
基
礎
と
し
て
居
る
が
、
霊
翌
は
無
分
別
智
で
あ
る
。
こ
れ
も
分
別
性
を
没
却
了
し
て
、
そ
れ
か
ら
出

て
来
る
と
云
ふ
意
で

は
な
い
。
精
神
は
必
ず
し
も
思
想
や
論
理
を
媒
介
と
し
な
い
で
、
意
志
と
直
覚
と
で
適
進
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

さ
う
し
て
此
点
で

似
通
ふ
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
併
し
な
が
ら
、
霊
性

の
直
覚
力
は
精
神

の
よ
り
も
高
次
元
の
も

の
で
あ
る
と
謂

つ
て
よ
い
。
所
謂
精
神

力
な
る
も
の
だ
け
で
は
、
そ
の
中
に
不
純
な
も

の
、
即
ち
自
我
ー
色

々
の
形
態
を
と
る
自
我
ー

の
残
津
が
あ
る
。

(『全
集
』
第
八
巻

-
二
二
頁
)

そ
も
そ
も
、
『日
本
的
霊
性
』
の
撰
述
目
的
は
、
「序
」
に

「実
際
を
話
す
と
、
此
書
を
貫
く
思
想
、
即
ち
日
本
的
霊
性
な
る
も

の
を
、

日
本
宗
教
思
想
史
の
上
に
、
跡
付
け
た
い
と
云
ふ
の
が
、
著
者

(
陛
大
拙
)
の
願
な
の
で
あ

つ
た
」
と
あ
り
、
『金
剛

経
の
禅
』
の

「ま

へ
が
き
」
に
極
め
て
興
味
深
い
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

仏
教
が
日
本
で
、
こ
ん
な
風
に
、
又
は
あ
ん
な
風
に
、
発
達
し
た
と
か
と
云
ふ
こ
と
の
代
り
に
、
日
本
的
霊
性
は
そ
の
仏
教
を
如
何

に
活
か
し
た
か
と
云
ふ
点
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
処
に
始
め
て
日
本
仏
教
を
語
り
得
る
の
で
あ
る
。

フ
ま
で
の

臨

家
は

爺
り
に

面
的

.

皮
的
な
も
の
に

ら

た
。
仏
教
が
日
本
的
霊
性
に
ど
ん
な
力
を
加

へ
た
と
か
、
与

へ
た
と
か
云
は
ず
に
、

後
者
が
仏
教
に
ど
う
働
き
か
け
て
、
そ
れ
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
か
を
尋
ね
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
(『全
集
』
第
五
巻
三
六
九

頁
)

こ

の
よ
う
な
大
拙
の

「
日
本
宗
教
思
想
史
」
の
意
図
を
み
る
時
、
盤
珪
研
究
を

『禅
思
想
史
研
究
第

こ

に
位
置
づ

け
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
、
那
辺
に
あ
る
か
も
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
故
に

『禅
思
想
史
研
究
第

こ

に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
言

っ
て
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い

る

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

盤
珪
の
不
生
禅
は
、
そ
れ
故
に
、
そ
の
ま
ま
禅
の
妙
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「仏
に
な
る
よ
り
仏
の
ま
ま
で
居

る
の
が
よ

い
」
と

云
ふ
彼

の
直
示
は
、
実
に
仏
教
の
核
心
を
突
い
て
居
る
。
此
意
味
を
他
の
言
葉
で
云
ひ
か
へ
る
と
、
不
生
に
生
死
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ
ん
は
く

生
死
し
て
不
生
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
わ
か
ら
ぬ
と
そ
の
ま
ま
禅
は
到
底
不
可
解
の
謎
か
又
は

一
種
既
剥

の
批
評
し
か
受
け
と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
…
…
禅
者
の
そ
の
ま
ま
の
う
ら
に
は
大
い
に
そ
の
ま
ま
な
ら
ざ
る
も
の
を
含
ん
で
居
る
。
そ

の
ま
ま
は
始
め
か
ら

ヘ

ヘ

ヘ

へ

り

ぬ

び
や
つ
こ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
…
…
禅
者
の
肯
定
は
人
間
的
企
画
を
通

つ
て
来
た
肯
定
だ
か
ら
、
狸
奴
白
枯
が
わ
ん
と
云

ひ
、
き
や
ん
と
云

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ふ
の
と
違
ふ
。
そ
の
ま
ま
禅
は
非
そ
の
ま
ま
禅
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
そ
の
ま
ま
禅
だ
と
、
般
若
の
即
非
の
論
理
が
な

い
と
成
立
せ
ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
と
に
な
る
。
盤
珪
の
不
生
禅
は
こ
ん
な
意
味
で
の
そ
の
ま
ま
禅
で
あ
る
。
(『全
集
』
第

一
巻

一
九
二
～

一
九
三
頁
)

こ
こ
に
あ
る

「般
若
の
即
非
の
論
理
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
い
う

『金
剛
経
の
禅
』

の

「
般
若
の
論
理
」
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

こ
れ
か
ら

『金
剛
経
』

の
中
心
思
想
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
お
話
す
る
。
此
は
禅
を
思
想
方
面
か
ら
検
討
す
る
と
い
ふ

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
(ま
つ
第
十
三
節
を
)
延
書
き
に
す
る
と
、
「仏
の
説
き
給
ふ
般
若
波
羅
蜜
と

い
ふ
は
、
即
ち
般
若
波
羅
蜜

で
は
な
い
。
そ
れ
で
般
若
波
羅
蜜
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
」
、
か
う
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
般
若
系
思
想

の
根
幹
を
な
し
て
ゐ

る
論
理
で
、
ま
た
禅
の
論
理
で
あ
る
、
ま
た
日
本
的
霊
性
の
論
理
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
字
を
使

つ
て
あ
る
が
、

そ
の
代
り
に
外

の

い
ろ
い
ろ
の
文
字
を
持

つ
て
来
て
も
よ
い
。
こ
れ
を
公
式
的
に
す
る
と
、

A
は
A
だ
と
云
ふ
の
は
、

A
は
A
で
な
い
、

故
に
、
A
は
A
で
あ
る
。

こ
れ
が
肯
定
が
否
定
で
、
否
定
が
肯
定
だ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
(『全
集
』
第
五
巻
三
八
〇
～
三
八

一
頁
)

こ
れ
を
禅
の
説
法
と
し
て
、
具
体
例
を

一
九
四
三
年
に
初
版
さ
れ
た

『禅
の
思
想
』

(日
本
評
論
社
)
で
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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吉
州
青
原
の
惟
信
禅
師
と
云
ふ
は
黄
龍
祖
心
の
嗣
で
、
宋
代
十

一
世
紀
の
末
頃
の
入
で
あ
る
が
、
そ
の
人
に
有
名
な
上
堂
が
あ
る
。

老
僧
三
十
年
前
、
未
だ
禅
に
参
ぜ
ざ
り
し
時
、
山
を
見
れ
ば
是
れ
山
、
水
を
見
れ
ば
是
れ
水
。
後
来
、
親
し
く
知
識
を
見
て
、
箇

の

入
処
有
る
に
至
る
に
及
ん
で
、
山
を
見
れ
ば
是
れ
山
に
あ
ら
ず
、
水
を
見
れ
ば
是
れ
水
に
あ
ら
ず
。
而
今
、
休
激

の
処
を
得
て
、
前

た
だ

け
ん
げ

に
依
り
て
、
山
を
見
れ
ば
祇
こ
れ
山
、
水
を
見
れ
ば
砥
こ
れ
水
な
り
。
大
衆
、
こ
の
三
般
の
見
解
、
是
れ
同
か
、
是
れ
別
か
。
云
云
。

(原
漢
文
省
略
)

こ
れ
は
ど
ん
な
意
味
か
と
云
ふ
と
、
ま
だ
禅
も
何
も
わ
か
ら
な
か
つ
た
時
節
に
は
、
世
間
並
に
、
山
は
山
、
水

は
水
と
見
て
居
た
。

そ
れ
が
後
来
お
知
識
の
下
で
入
処

(さ
と
り
)
が
あ

つ
た
が
、
そ
の
と
き
は
反
対
に
、
山
は
山
で
な
く
、
水
は
水
で
な
い
と
云
ふ
こ

と
に
な

つ
た
。
近
頃
、
休
激
の
処
ー
即
ち
落
著
く
と
こ
ろ
へ
落
著
い
た
此
頃
は
、
山
を
見
る
と
山
、
水
を
見
る
と
水
と
云
ふ
こ
と
に

な

つ
た
。
こ
の
三
様
の
見
方
は

一
つ
も
の
か
、
さ
う
で
な
い
か
。
さ
あ
道

つ
て
ご
ら
ん
と
、
云
ふ
の
が
惟
信
の
説
法
で
あ
る
。
響

の
即
非
的
論
理
は
此
に
も
見
ら

る
。
ま
つ
常
識
的
に
分
別
上
の
肯
定
が
あ
る
。
そ
れ
が
全
然
否
定
せ
ら
れ
て
、
分
別
は
そ
の
根
源

の
と
こ
ろ
で
足
場
を
失
つ
た
。
ー

。
一
寸
見
る
と
、
こ
れ
は
単
な
る
認

識
上
の

一
事
件
の
や
う
に
考

へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
実
、
そ
の
人
の
上
か
ら
す
る
と
、
嚢

験
に
お
い
て
、
今

ま
で
看
取
せ
ら
れ
な
か
つ
た
機
微
の
消
息
に
触
れ
る
と
云
ふ
こ
と
な

の
で
あ
る
。
(『全
集
』
第

=
二
巻

一
七
六
頁
。
『全
集
』
は
再

刊
本
に
よ
る
)

こ
う
し
て
不
生
禅
が

「無
分
別
の
分
別
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
生
禅
は
宋
以
前

の
禅
-
唐
代
禅
と
の
類
似
を
大
拙
は
指
摘
す
る
の
で

あ
る
。
唐
代
禅
と
は
、

一
般
に
北
宗
禅
が
漸
悟
に
対
し
て
、
南
宗
禅
が
頓
悟
を
主
張
し
、
結
局
、
南
宗
禅
が
そ
の
後

の
禅
宗

の
発
展
と
結

び

つ
く
の
で
あ
る
。
こ
の

「頓
」
と
は
、
鈴
木
大
拙
が
次
の
よ
う
に

『禅
思
想
史
研
究

第
二

ー
達
摩
か
ら
慧
能
に
至
る
ー
』
で
指
摘
し

て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ヘ

へ

禅
思
想

の
上
で
は
、
論
理
的
に
頓
漸
を
解
す
る
の
が
、
或
は
よ
り
適
切
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
思
ふ
。
そ
れ
は
ど
ん
な
意
味
か
と
云
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ふ
に
、
ー

、
論
理
的
又
は
空
間
的
に
、
非
連
続
の
義
で
あ
る
。
(『全
集
』
第
二
巻
二
二
八
頁
)

そ
の
唐
代
禅
と
盤
珪
禅
と
を
類
型
と
し
て
次
の
よ
う
に
大
拙
は
い
う
。

盤
珪
の
不
生
禅
と
云
ふ
が
、
こ
れ
を
看
話
禅
に
対
峙
さ
せ
る
と
き
は
、
看
話
禅

生
以
前
の
禅
を
、
ひ
つ
く
る
め
て
、
し
か
云
つ
て

よ
い
の
で
あ
る
。
不
生
禅
と
云
わ
な

い
で
、
宋
以
前
の
禅
、
又
は
唐
代
禅
史
の
初
期
の
禅
と
云
ふ
方
が
、
史
的
に
、
又
は
禅

の
本
質

か
ら
見
て
正
し
い
。
…
…
つ
ま
り
、
市
£
前
と
串
£
後
の
禅

を
比

殖
す
る
た
め
、

で
以
前
を
伏

さ

、
白
隠
で
以
症

馨

わ
け
で
あ
る
。
併
し
此
代
表
も
両
者
の
禅
風
の
全
面
に
わ
た
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の

一
部
面
だ
け
に
限
定
せ
ら
れ

て
居
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

(『全
集
』
第

一
巻
-
二

一
一
頁
)

こ
の
類
型
に
よ

っ
て
、
大
拙
は
禅
思
想
史
に
お
い
て
盤
珪
禅
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

盤
珪
禅
師
の
不
生
禅
は
禅
思
想
史
に
お
け
る
最
も
注
意
す
べ
き
事
項
の

一
つ
で
あ
る
。
達
摩
大
師
が
始
め
て
支
那

へ
来
ら
れ
て
壁
観

安
心
の
法
門
を
伝

へ
て
こ
の
か
た
、
六
祖
慧
能
の
見
性
、
荷
沢
神
会

の

「知
之

一
字
」
、
馬
祖
道

一
の
大
機
大
用
、
曹
洞
下
の
正
偏

回
互
、
そ
れ
か
ら
宋
に
入
り
て
看
話
禅
の
創
唱
、
元
明
を
経
て
念
仏
禅
の
流
行
ー
こ
れ
ら
は
何
れ
も
支
那
に
お
け
る
画
期
の
禅
思
想

で
あ
る
。
南
宋
の
頃
、
禅
が
日
本
に
渡
来
し
て
、
道
元
禅
が
唱

へ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
日
本
の
曹
洞
宗
と
云
は
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

め
ぐ

あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
上
道
元
禅
で
、
道
元
禅
師
の
著
述

『正
法
眼
蔵
』
を
廻
り
て
発
展
し
た
日
本
禅
で
あ
る
。
ー

は
、
南

禅
の
系
糸
を
伝

べ
た
外
、
別
に
こ

と
云
ふ
.
き
肇

の
禅
思
想

の
・
揚
は
な
か
つ
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
至
り
て
、
白

隠
禅
師
の
看
話
禅
に
お
い
て
、
禅
修
行
の
方
法
上
技
術
上
の
新
展
開
及
び
或
る
意
味
で
の
禅
思
想

の
体
系
化
を
見
た
が
、
こ
れ
よ
り

少
し
前
に
当
り
て
、
盤
珪
禅
師
あ
り
、
そ
の
不
生
禅
な
る
も
の
に
お
い
て
、
始
め
て
達
摩
大
師
以
来
の
創
見
が
唱
道
せ
ら
れ
た
。
刷

生
・

に
補
思
想
史
上
に
お
い
て
日
も
異
色
あ
る
思
想
で
あ
る
。
禎
師
は
実
に
日

力

ん
だ
禅
匠
中
の
目

大
な
る

一
人
と

謂
は
な
く
て
は
な
ら

。

「身
ど
も
が
年
二
十
六
の
時
、
は
じ
め
て

一
切
事
は
、
不
生
で
と

・
の
ふ
と

い
ふ
事
を
わ
き
ま

へ
ま
し
た
よ
り
此
か
た
四
十
年
来
、
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と
く
こ
と

仏
心
は
不
生
に
し
て
霊
明
な
も
の
が
仏
心
に
極

つ
た
と

い
ふ
事
の
不
生
の
証
拠
を
も

つ
て
、
人
に
示
し
て
説
事
は
、
身
ど
も
が
初
て

と
き

だ

説
出
し
ま
し
た
」
(
『盤
珪
禅
師
語
録
及
行
業
記
』
岩
波
文
庫
本
、
三
五
頁
)。
こ
れ
が
盤
珪
の
声
明
で
あ
る
。

(『全
集
』
第

一
巻

「不

生
禅
概
観
」
七
頁
)

こ

の
問
題
に
対
し
て
、
道
元
禅

・
白
隠
禅

・
盤
珪
禅
の
中
の
道
元
禅
は
異
質
で
あ
る
こ
と
を
分
析
し
た
も
の
に
、
石
井
修
道

「道
元
の

霊
性
批
判
-
鈴
木
大
拙

の
霊
性
と
関
連
し
て
ー
」

(『道
元
禅

の
成
立
史
的
研
究
』
所
収
、
大
蔵
出
版
、

一
九
九

一
年

八
月
)
及
び

「
日
本

達
磨
宗

の
性
格
」

(『松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第

一
六
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
)
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た

い
。

四

お
わ
り
に
1
鈴
木
大
拙
の

一
句

以
上
の
よ
う
に
盤
珪
禅
と
い
え
ば
、
「不
生
」

の

一
句

で
尽
き
る
と
鈴
木
大
拙
は
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
盤
珪
に

つ
い
て
述
べ
た
と
こ

ろ
に
も
、
次

の
よ
う
に
大
拙
は
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
ひ

宗
教

の
体
験
で
も
哲
学
上
の
思
索
で
も
、
究
寛

の
と
こ
ろ
は

一
句
子
に
尽
き
る
。
此

一
句
子
が
手
に
入

つ
て
か
ら
、
そ
れ
が
根
本
と

な
つ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
体
系
が
成
り
立

つ
。
基
礎
自
身
は
決
し
て
複
雑
性
を
も

つ
て
居
な
い
が
、
こ
れ
を
把
握
す

る
に
徹
底
性
と
明

こ
う
け
い

あ
た

ヘ

ヘ

ヘ

へ

瞭
性
と
を
欠

い
て
居
る
と
、
表
現
せ
ら
れ
る

一
句
子
が
ま
た
自
ら
肯
繁
に
中
ら
な
い
で
、
何
だ
か
ま
と
ま
り
が
つ
か
ぬ
も
の
に
な
る
。

宗
教
上
の
体
験
に

つ
い
て
云

へ
ば
、
体
験
そ
の
も
の
に
は
徹
底
性
が
あ
つ
て
も
、
思
想
上
の
明
瞭
性
が
加
は
ら

ぬ
と
、
「
一
句
子
」

は
単
な
る
エ
ジ
ャ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

(叫
び
)
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
と
な
る
。
そ
の
人
に
と
り
て
は
、
そ
れ
で
も
結
構

で
あ
る
。
ま
た
そ

れ
を
見
る
人
、
聞
く
人
に
と
つ
て
も
、
或
る
度
ま
で
は
、
そ
れ
で
も
結
構
で
あ
る
。
が
、
人
間
の
意
識
な
る
も

の
は
表
現
性
ー

曲

折
あ
る
表
現
性

の
上
に
成
立
す
る
も

の
で
、

エ
ジ

ャ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
い
け
な

い
。
何
か
言
語
と
な
ら

ば
な
ら

。
馴

想
的
な
も

の
が
そ
こ
に
酌
み
と
ら

ね
ば
な
ら

。
そ
の
人
の
体
験
は
こ
れ
で
又
明
瞭
性
を
加

へ
る
こ
と
に
な

る
。
従

つ
て
そ
の
体
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験
が
社
会
性
を
帯
び
て
く
る
、

一
句

]
は
為
人
度
生
的
交

を
も
つ
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
ー

く
キ

つ

さ
に

て
思
想
的
直
、
性
と
明

、性
を

田
し
て

る
も
の
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

(『全
集
』
第

一
巻

一
四
頁
)

こ
れ
ま
で
大
拙
が
発
掘
し
た
盤
珪
禅
に
対
し
て
、
=

句
子
」
の
必
要
性
と
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
反
映
し

た
大
拙
の
禅
に
も

「
一
句
子
」
が
問
題
に
さ
れ
て
も
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
拙
が
語
る
伝
記
と
盤
珪
と
を
比
較
す

る
と
、
次

の
見
性

体
験

に

一
見
当
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
。

タ

ア
メ
リ
カ
に
渡
る
前
の
年
の
臓
八
の
摂
心
で
、
ま
あ

「
こ
れ
だ
」
と

い
う
こ
と
が
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
、
無
我
無
中

の
よ
う
な
も

の
だ

っ
た
、
と
言
う
て
よ
い
。
ア
メ
リ
カ

へ
行

っ
て
ラ
サ
ー
ル
で
何
か
を
考
え
て
い
た
時
に

〈
ひ
じ
、
外
に
曲
ら
ず
〉

と

い
う

一
句
を
見

て
、
ふ

っ
と
何
か
分
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
「う
ん
、
こ
れ
で
分
か
る
わ
い
。
な
あ
る
ほ
ど
、
至
極
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
な
ん
だ
な
。
な
ん
の
造
作
も
な
い
こ
と
な
ん
だ
。
そ
う
だ
、
ひ
じ
は
曲
ら
ん
で
も
よ

い
わ
け
だ
、
不
自
由

(必
然
)
が

自
由
な
ん
だ
」
と
悟

っ
た
。

(『人
類
の
教
師

・
鈴
木
大
拙

〈秋
月
龍
眠
著
作
集
6
>
』

一
四
〇
頁
。
三

一
書
房
、

一
九
七
八
年
)

だ
が
、
盤
珪
の

「不
生
」
の
よ
う
に
常
々
そ
れ
を
語

っ
て
い
た
と
は
、
残
さ
れ
た
著
述
が
彪
大
で
あ
り
、
そ
れ
を
決

め
る
こ
と
は

一
見

困
難

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
大
拙
の

「
一
句
子
」
を
決
め
る
こ
と
自
体
が
意
味
を
も
た
な

い
の
か
も
知
れ
な

い
。
求
め
ら
れ
て
大
拙
が
書

い
た
揮
毫
の
文
字
は
い
ろ
い
ろ
残

っ
て
い
る
が
、
そ
の

一
つ
に
..日
o
Ωo
Φqo
oα
一ω
ヨ
く
邑

喧
○
口
℃
↓
げ
Φ
≦
〇二
α
δ
8
団
げ
o
白
Φ㎏
が
松
ヶ
岡

文
庫

に
残

っ
て
い
る
。
こ
の
語
の
前
半
は
恐
ら
く
七
仏
通
戒
の
偶
と
言
わ
れ
る

「諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
、
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教
」
の

内
、

二
句
目
の

「も
ろ
も
ろ
の
善
き
こ
と
を
す
る
こ
と
」
が
多
く
の
仏
の
教
え
と
い
う
の
に
典
拠
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
は

『景

徳
伝
燈
録
』
巻
四

「鳥
案
道
林
章
」
で
も
有
名
で
あ
る
。

白
居
易

(楽
天
)
が
鳥
案
の
道
林
禅
師
に
問
う
た
、
「仏
法
の
大
意
と
は
何
か
」、

道
林
、
「諸
悪
莫
作

衆
善
奉
行
」。

自
居
易
、
「そ
ん
な
こ
と
な
ら
、
三
歳

の
童
子
で
も
言
え
る
」
。
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道
林
、
「
三
歳
の
童
子
が
言
う
こ
と
が
で
き
て
も
、
八
十
歳
の
老
人
も
実
践
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
」
。

白
居
易
は
そ
れ
を
聞
い
て
礼
拝
し
た
。

こ
の

「諸
善
奉
行
」
も
ま
た

コ

句
子
」
に
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
大
拙
の

コ

句
子
」
を
敢
え
て
言
い
表
そ

う
と
す
る
と
、
筆
者
は
次
の
文
に
遭
遇
す
る
。
大
拙

の

『百
醜
千
拙
』
(元
来
、
中
外
出
版
社
、

一
九
二
五
年
九
月
)
の
中
の

「
『樗
伽
経
』

を
読

み
て
」
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

大
乗
教
の
小
乗
教
に
異
な
る
諸
々
の
重
要
点
中
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
大
乗
教
が

「衆
生
無
辺
誓
願
度
」
を
説
く
所
に
在
る
と
予
は

信
ず
る
。
玄
妙
深
遠
な
る
教
理
は
と
も
あ
れ
、
ー

む
る
の
で
あ
る

如
拒
な
る
宗

で
も
止
の

一
句
子
が
な
く
て
は

の
首
面
目
を

充
ま
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
小
乗
に
は
、

「煩
悩
無
尽
誓
願
断
」
は
あ
る
、
併
し

「衆
生
無
辺
誓
願
度
」
は
な
い
。
…
…
維
摩
は

「衆
生
病
む
が
故
に
我
病
む
」
と
云
ひ
、
『法

華
』
は

「
三
界
は
我
有
な
り
、
衆
生
は
吾
子
な
り
」
と
説
く
、
這
般
の
愛
が
な
く
て
は
、
大
乗
教
は
成
り
立
た
ぬ
。
二
二
が
四
で
な

く
て
、
五
と
も
六
と
も
な
ら
ね
ば
宗
教
は
畢
寛
じ
て
徒
ら
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
科
学
的

・
知
的

・
分
析
的

・
機
械
的

・
教
学
的
で
は

人
の
霊
は
救
は
れ
ぬ
。
霊
は
そ
ん
な
骨
董
に
よ
り
て
活
き
て
居
る
の
で
は
な
い
。
霊
は
全
き
こ
と
を
欲
す
る
、
霊

は
奇
蹟
に
あ
こ
が

れ
る
、
不
断

の
創
造
を
や
つ
て
居
る
。
現
実

の
世
界
に
生
き
ず
し
て
価
値

の
世
界
に
住
し
て
居
る
。
又
過
去

の
拘
束
を
受
け
る
こ
と

を
欲
し
な
い
で
、
そ
の
時
そ
の
時

の
解
脱
を
求
め
る
。
予
は
大
乗
部
の
経
典
を
読
む
ご
と
に
、
此
等

の
諸
点
に
つ
き
て
如
何
に
も
明

快
な
る
態
度

の
見
え
て
居
る
の
を
喜
ば
ざ
る
を
得
ぬ
。
(『全
集
』
第

一
七
巻
二
四
〇
～
二
四

一
頁
)

続

い
て

『樗
伽
経
』

の

一
節
を
引
い
て
、
「衆
生
無
辺
誓
願
度
」
の
真
精
神
を
発
揮
し
て
遺
憾
な
い
と
経
証
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
大
拙
は

『楊
伽
経
の
研
究
』

(英
文
)
で

一
九
三
四
年
に
大
谷
大
学
よ
り
文
学
博
士
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
『全
集
』
第
五
巻
に
は
、

『楊
伽

経
』

(元
来
、
東
方
書
院
、

一
九
三
四
年

一
月
)
及
び

『楊
伽
経
研
究
序
説
』
(元
来
、
『日
本
仏
教
学
協
会
年
報
』
第
三
年
、

一
九
三

一
年
三
月
。
博
士
論
文
の

一
部
の
和
訳
)
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
大
拙
の

『楊
伽
経
』

の
研
究

の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
こ
で
検
討
し
て
き
た

「衆
生
無
辺
誓
願
度
」
の

一
句
子
に
つ
い
て
は
、
大
拙
の
最
後
の
最
後
ま
で
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
、
次
の

よ
う
に
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(四
弘
誓
願
)
そ
の

一
番
め
が
衆
生
無
辺
誓
願
度
で
す
。
衆
生
と

い
ふ
の
は
、
す
べ
て
の
人
、
動
物
も
、
草
も
、
木
も
、
月
も
、
星

の
世
界
も
、
何
も
か
も
ひ

つ
く
る
め
て
、
三
千
大
千
の
世
界
、
無
数
に
あ
る
世
界
、
所
謂
る
衆
生
無
辺
で
す
か
ら
そ
れ
を
皆
救
は
う

と
い
ふ
の
で
す
。
(
一
九
六
六
年
大
拙
九
五
歳

「禅
に
学
ぶ

(談
話
)」、

『月
刊
朝
雲
』
第
三
巻
第
七
号

〈
一
九
六
六
年
七
月
十
日
発

行
〉、

『全
集
』
第
二
九
巻
五
〇
三
頁
。
大
拙
先
生
の
死
亡
は
そ
の
年
の
七
月
十
二
日
)

更

に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
見
聞
き
し
た
人
も
あ
ろ
う
が
、
小
堀
宗
柏
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
話
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
鈴
木
先
生
は
偉
大
な
人
だ
と

い
う
。
ど
う

い
う
と
こ
ろ
が
偉
大
な
の
か
。
随
分
以
前

の
こ
と
で
あ
る
が
、
或
る
秋

の
暮
、
先
生
と

一

緒
に
京
都
洛
北
の
大
徳
寺
山
内

の
石
道
を
歩

い
て
い
た
時
、
私
は
先
生
に
お
尋
ね
し
た
。
「先
生
の
見
性
と
は
ど
う

い
う
も

の
で
す

か
」
と
。
今
思
え
ば
全
く
冠
鮨
…な
質
問
で
あ
る
。
禅
者

の
間
に
は
検
主
問
と
い
っ
て
、
学
徒
が
逆
に
師
家
を
テ
ス
ト
す
る
問
い
方
が

あ
る
。
若
輩
の
私
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
高
等
な
つ
も
り
で
質
問
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
何
と
な
く
、
そ
う

し
た
問
い
が
フ
ト

ロ
を
衝

い
て
出
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
コ
ツ
コ
ツ
と
石
の
道
を
歩
き
な
が
ら
、
別
に
い
つ
も
の
調
子
と
変
わ
ら
ぬ
平
静
さ
で
、

「そ
う
だ
な
、

ク

…初
折
原
度
が
わ
し
の
見
空
だ
な
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
深
く
私
の
脳
裡
に
残

っ
て
い
る
。
(小
堀
宗
柏

『=
≦
昌
晦
ξ

N
8

(禅
に
よ
る
生
活
)、
春
秋
社
版
、
鈴
木

大
拙
禅
選
集
三

「解
説
」
所
収
、
新
装
版
二
〇
〇

一
年
三
月
)

筆
者
は
大
拙
の
盤
珪
研
究
は
、
大
拙
禅
の
中
に
、
盤
珪
の
不
生
禅
の
性
格
が
こ
の
よ
う
な
形
で
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
は
無

い
か
と
思

う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
も
大
拙
と
親
し
く
、
ま
た
互
い
に
影
響
を
与
え
合

っ
た
西
田
幾
多
郎
が
、

一
九
四
二
年
十
月
、
鈴
木
大
拙
著

『文
化
と
宗
教
』
に

「序
」
を
寄
せ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
言

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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真
宗
と
禅
宗
、
聞
名
と
見
性
と
い
ふ
小
文

の
如
き
は
、
君
な
ら
で
は
と
思
は
れ
る
。
君
は
近
来
、
盤
珪
禅
師
に
興
味
を
有

つ
て
居
ら

れ
る
様
で
あ
る
。
二
百
余
年
来
、
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
た
盤
珪
禅
師
が
、
今
日
、
君
に
よ
つ
て
日
本
禅
と
し
て
光
を
放

つ
様
に
な

つ
た
と

う
べ
な

云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
ー

。
君
の
云
ふ
所
、
行
ふ
所
、
之
を
肯
ふ
と
否
と
に
関

せ
ず
、
い
つ
れ
も

一
種
の
風
格
を
帯
び
ざ
る
も
の
は
な
い
。
水
自
竹
辺
流
出
冷
、
風
自
花
裏
過
来
香

〈水
は
竹
辺
よ
り
流
れ
出
で
て

か
ん
ぱ

冷
く
、
風
は
花
裏
よ
り
過
ぎ
来
つ
て
香
し
〉
と
で
も
云
ふ
べ
き
か
。
(
『全
集
』
第

一
九
巻
-
四
頁
)

こ

の
西
田
幾
多
郎
の
言
及
に
よ
れ
ば
、
大
拙
の
禅
は
盤
珪
禅
と
類
似
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
宗
教
的
人
格
も
類
似
し
て
い
た
と
人

物
評
価
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
か
く
も
盤
珪
と
大
拙
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

更

に
盤
珪
の
伝
記
に
沿

っ
て
、
こ
こ
で
い
う
伝
記
と
は
盤
珪
の
語
録

の
中
か
ら
盤
珪
自
身
の
語
に
よ

っ
て
語
ら
せ
る
と

い
う
方
法

で

も

っ
て
、
大
拙
が
言
及
し
た
興
味
深

い
盤
珪
禅
の
分
析
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
本
論
と
関
連
し
て
触
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙

数

の
関
係
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た

い
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
本
論

の
続
編

に
相
当
す

る
も

の
で
あ

り
、
「
鈴
木
大
拙

の

Φ冨
o巳
9。什δ
昌
の
説
を
め
ぐ

っ
て
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
四
巻
第

一
号
、
二
〇

一
五
年
十
二
月
)
で
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た

の
で
、
そ
の
論
文
を
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

(駒
澤
大
学
名
誉
教
授
)


